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              紀美野町第１回定例会会議録 

              平成２３年３月４日（金曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 平成２３年３月４日（金）午前９時０４分開議 

 第 １        会議録署名議員の指名について 

 第 ２        会期の決定について 

 第 ３        諸般の報告について 

 第 ４ 議案第 １号 紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例 

            の一部を改正する条例について 

 第 ５ 議案第 ２号 紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

 第 ６ 議案第 ３号 紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を改正する条例 

            について 

 第 ７ 議案第 ４号 紀美野町特別会計条例の一部を改正する条例について 

 第 ８ 議案第 ５号 紀美野町美里温泉かじか荘基金条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

 第 ９ 議案第 ６号 紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

 第１０ 議案第 ７号 紀美野町美里温泉かじか荘条例の一部を改正する条例について 

 第１１ 議案第 ８号 紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について 

 第１２ 議案第 ９号 辺地総合整備計画の変更について 

 第１３ 議案第１０号 海南海草老人福祉施設事務組合規約の変更について 

 第１４ 議案第１１号 紀の海広域施設組合規約の変更について 

 第１５ 議案第１２号 平成２２年度紀美野町一般会計補正予算（第５号）について 

 第１６ 議案第１３号 平成２２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            ４号）について 

 第１７ 議案第１４号 平成２２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予 

            算（第３号）について 

 第１８ 議案第１５号 平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３ 

            号）について 
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 第１９ 議案第１６号 平成２２年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第４ 

            号）について 

 第２０ 議案第１７号 平成２２年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補 

            正予算（第５号）について 

 第２１ 議案第１８号 平成２２年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第 

            ４号）について 

 第２２ 議案第１９号 平成２３年度紀美野町一般会計予算について 

 第２３ 議案第２０号 平成２３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算について 

 第２４ 議案第２１号 平成２３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算に 

            ついて 

 第２５ 議案第２２号 平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算について 

 第２６ 議案第２３号 平成２３年度紀美野町介護保険事業特別会計予算について 

 第２７ 議案第２４号 平成２３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予 

            算について 

 第２８ 議案第２５号 平成２３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算について 

 第２９ 議案第２６号 平成２３年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計予算について 

 第３０ 議案第２７号 平成２３年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計予算について 

 第３１ 議案第２８号 平成２３年度紀美野町上水道事業会計予算について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第３１まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １６名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 田 代 哲 郎 君 

               ２番 小 椋 孝 一 君 

               ３番 北 道 勝 彦 君 

               ４番 新 谷 榮 治 君 

               ５番 向井中 洋 二 君 
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               ６番 上 北 よしえ 君 

               ７番 西 口   優 君 

               ８番 伊 都 堅 仁 君 

               ９番 仲 尾 元 雄 君 

              １０番 前 村   勲 君 

              １１番 加 納 国 孝 君 

              １２番 松 尾 紘 紀 君 

              １３番 杉 野 米 三 君 

              １４番 鷲 谷 禎 三 君 

              １５番 美 濃 良 和 君 

              １６番 美 野 勝 男 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

             な し 

――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            教 育 長 橋 戸 常 年 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 井 上   章 君 

            企画管財課長 増 谷 守 哉 君 

            住 民 課 長 牛 居 秀 行 君 

            税 務 課 長 中 谷 嘉 夫 君 

            産 業 課 長 中 尾 隆 司 君 

            建 設 課 長 山 本 広 幸 君 

            会 計 管 理 者 岡 本 卓 也 君 

            総務学事課長 

            教 育 次 長 
溝 上 孝 和 君 
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            生涯学習課長 新 田 千 世 君 

            保健福祉課長 山 本 倉 造 君 

            水 道 課 長 岩 本 介 伸 君 

            地籍調査課長 温 井 秀 行 君 

            美 里 支 所 長 尾 花 延 弥 君 

            代表監査委員 向 江 信 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

             な し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 大 東 淳 悟 君 

            書 記 中 谷 典 代 君 
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 開 会 

○議長（美野勝男君）    それでは規定の定足数に達しておりますので、ただいまか

ら平成２３年第１回紀美野町議会定例会を開会します。 

（午前 ９時０４分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（美野勝男君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（美野勝男君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、１２番、松尾紘

紀君、１３番、杉野米三君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（美野勝男君）    日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、伊都堅仁君。 

（８番 伊都堅仁君 登壇） 

○８番（伊都堅仁君）    議会運営委員長報告を行います。 

  去る３月１日、議会運営委員会を開催しましたので、その結果について御報告いたし

ます。 

  会期は本日から２５日までの２２日間とし、再開日は１１日、１５日、１７日、２３

日及び２５日と決定しました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  なお、平成２３年度一般会計予算の説明及び質疑を、歳入については全般、歳出につ

いては２款ずつ分割して行うことにいたします。 

  次に、一般質問の通告は３月８日、火曜日の午後３時までといたします。 

  次に、総務文教常任委員会を３月１０日午前９時３０分から、産業建設常任委員会を

３月９日午前９時３０分から開催したいと思います。 

  次に、全員協議会を３月１１日、本会議終了後、開催いたしたいと思います。 

  次に、議会運営委員会を３月１１日、本会議開会前に開催したいと思います。 

  次に、広報編集委員会を３月２３日、本会議終了後、開催したいと思います。 
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  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合がありますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で報告を終わります。 

（８番 伊都堅仁君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から３月２５日までの２２日間とし

たいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって本定例会の会期は、本日から３月２５日までの２２日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（美野勝男君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告が提出されております。 

  お手元に配付のとおりであります。 

  御承諾願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 

  開会に当たりまして、一言ごあいさつ並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、平成２３年紀美野町議会第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を

はじめ、関係者の皆さん方には、何かと御多忙の中を御出席を賜りまして、まことにあ

りがとうございます。 

  また先ほど、全国町村議会議長会より栄えある表彰を受けられました議員各位には、

心よりお祝いを申し上げるとともに、その栄誉をたたえたいと存じます。 

  また、皆様に大変御心配をおかけいたしました紀の川市で発生した高病原性鳥インフ

ルエンザも、感染の拡大もなく終息に向かっております。 

  本町での取り組みは、鳥インフルエンザの簡易検査が陽性と確定した２月１５日の夜
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８時に、紀美野町高病原性鳥インフルエンザ対策本部を設置いたしまして、町としてす

べきことを検討をいたしました。また、県の要請によりまして、町内養鶏場の調査協力

や、２月１６日に県が本庁駐車場に設置をいたしました消毒ポイントヘの協力、支援を

行いました。 

  幸い本町での発生もなく、その後の調査等で安全性が確認されれば、３月１４日に終

息宣言が出される予定と聞いております。 

  さて、わが国の経済情勢は、持ち直しの動きは見られるものの、昨年１０月より「足

踏み状態」が続いております。また、チュニジアに始まった中東情勢の混乱は、政情不

安や原油価格高騰のリスク要因となり、景気回復の大きな妨げとなっております。 

  国の動向も予算関連法案等で混乱し、先行きの見えない状況が続いておりますが、当

町といたしましては、交付されることとなっております、地域活性化・きめ細かな臨時

交付金及び住民に光をそそぐ交付金を活用し、町活性化事業を展開してまいります。 

  具体的には、美里中学校外壁塗装工事をはじめ、学校や公民館等の施設改修事業や生

活道路の整備等、きめ細かなインフラ整備を実施するため、本定例会に上程させていた

だきました平成２２年度補正予算に、５,８００万円計上させていただいているところ

でございます。 

  次に新年度施策でありますが、若者に定住していただくため、新築や増改築される若

年世帯に対して補助金を支給する支援策をはじめ、観光拠点の整備事業として、生石高

原登山者駐車場整備事業を実施します。 

  また、道の駅基本計画を策定し、平成２５年度の完成を目指して取り組みます。 

  また、子育て支援策といたしまして実施している中学生までの医療費無料化等に加え、

子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチンについては、接種を無料で行い

ます。 

  継続事業の緊急雇用創出事業では、健康づくり緊急対策事業をはじめ、１６の事業を

実施をいたします。また、ふるさと雇用再生事業として、高齢者ふれあいサロン事業を

はじめ、５つの事業を実施いたします。 

  また、消防広域化の進捗状況につきましては、「和歌山県消防広域化推進計画」に基

づき、海草・那賀・伊都地域で任意の協議会設置の準備を進めてまいりましたが、平成

２５年度の広域化を目指して本年度に任意の協議会を設置する予定であります。 

  さて、今期定例議会に上程いたしました議案は、第１号から第２８号までの２８件で
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あります。 

  紀美野町条例の一部を改正する案件が７件、紀美野町過疎地域自立促進計画の変更に

ついての案件、辺地総合整備計画の変更についての案件、海南海草老人福祉施設事務組

合規約の変更についての案件、紀の海広域施設組合規約の変更についての案件、平成２

２年度紀美野町一般会計及び特別会計の補正予算に関する案件が７件、平成２３年度紀

美野町一般会計及び特別会計の当初予算に関する案件が１０件であります。 

  後ほど担当課長より、詳しく御説明を申し上げますので、十分御審議の上、原案どお

り御可決くださいますようお願いいたしまして、ごあいさつと行政報告とさせていただ

きます。 

  ありがとうございました。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    これで行政報告は終わりました。 

  次に一般質問の通告は３月８日、火曜日、午後３時までに提出願います。 

  今期定例会までに受理した請願は、お手元に配付のとおりであります。 

  「請願第１号」は、産業建設常任委員会へ付託しましたので報告します。 

  これで諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第１号 紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例 

            の一部を改正する条例について 

◎日程第５ 議案第２号 紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

◎日程第６ 議案第３号 紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を改正する条例 

            について 

◎日程第７ 議案第４号 紀美野町特別会計条例の一部を改正する条例について 

◎日程第８ 議案第５号 紀美野町美里温泉かじか荘基金条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

○議長（美野勝男君）    日程第４、議案第１号、紀美野町特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第２号、

紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を改正する条例について、日程第６、議案第

３号、紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を改正する条例について、日程第

７、議案第４号、紀美野町特別会計条例の一部を改正する条例について及び日程第８、
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議案第５号、紀美野町美里温泉かじか荘基金条例の一部を改正する条例について、一括

議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の１ページをお願いいたします。 

  議案第１号、紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を

改正する条例について。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を次のとおり改

正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  県から町への事務の権限移譲により、障害者相談員を町で設置することに伴い、条例

の一部を改正するものでございます。 

  ２ページをお願いいたします。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を次のように改

正する。 

  別表、障害者基本計画策定委員の項の次に次のように加える。障害者相談員、年額と

して１万８,０００円。 

  附則、この条例は公布の日から施行する。 

  この条例の改正につきましては、県から町への事務の権限移譲により障害者相談員が

町の委嘱となります。このため、報酬条例の別表に障害者相談員の報酬年額、１万８,

０００円を加えるものでございます。 

  附則につきましては施行期日の規定であります。 

  ３ページをお願いいたします。 

  「議案第２号」紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法

第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 
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  提案理由でございます。 

  町の財政状況を考慮して、町長及び副町長の給料月額を減額するものでございます。 

  ４ページをお願いいたします。 

  紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を次のとおり改正する。 

  附則第６項に見出しとして「（平成２３年１月に支給する町長の給与の減額に関する

特例）」を付し、同項を第７項とする。 

  附則第５項を第６項とし、第４項の次に次の１項を加える。 

  ５項、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの間、第３条の適用につい

ては同条第１項中６７万円とあるのは６４万円と、５８万円とあるのは５６万円とする。 

  附則、この条例は平成２３年４月１日から施行する。 

  この条例の改正につきましては、町の財政状況を考慮して、町長の給料を平成２３年

度中の間、６７万円から６４万円に、副町長の給料を５８万円から５６万円に減額する

ものでございます。 

  附則につきましては、施行期日の規定であります。 

  ５ページをお願いいたします。 

  議案第３号、紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  町の財政状況を考慮して、教育長の給料月額を減額するものでございます。 

  ６ページをお願いいたします。 

  紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を次のように改正する。 

  附則第５項を第６項とし、第４項の次に次の１項を加える。 

  ５項、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの間、第３条の適用につい

ては同条第１項中５４万円とあるのは５３万円とする。 

  附則、この条例は平成２３年４月１日から施行する。 

  この条例の改正につきましても、町の財政状況を考慮して、教育長の給料を平成２３
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年度中の間、５４万円から５３万円に減額するものでございます。 

  附則につきましては、施行期日の規定であります。 

  ７ページをお願いいたします。 

  議案第４号、紀美野町特別会計条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町特別会計条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  紀美野町老人保健事業特別会計を廃止するため、改正を行うものでございます。 

  ８ページをお願いいたします。 

  紀美野町特別会計条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町特別会計条例の一部を次のように改正する。 

  第１条第５号を削り、第６号を第５号とし、第７号から第９号までを１号ずつ繰り上

げる。 

  附則、１項、この条例は平成２３年４月１日から施行する。 

  ２項、紀美野町老人保健事業特別会計の平成２２年度分の収入、支出及び決算につい

ては、なお従前の例によるということで、この条例の改正につきましては、紀美野町老

人保健事業特別会計を廃止するものでございます。 

  附則につきましては、施行期日と経過措置の規定であります。 

  ９ページをお願いいたします。 

  議案第５号、紀美野町美里温泉かじか荘基金条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町美里温泉かじか荘基金条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法

第９６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  紀美野町美里温泉かじか荘の名称変更に伴い、改正を行うものでございます。 

  １０ページをお願いいたします。 

  紀美野町美里温泉かじか荘基金条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町美里温泉かじか荘基金条例の一部を次のように改正する。 

  題名中「美里温泉」を「美里の湯」に改める。 
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  第１条中「美里温泉」を「美里の湯」に改める。 

  附則でございます。この条例は平成２３年４月１日から施行いたします。１項として、

この条例の施行の日の前日において、紀美野町美里温泉かじか荘基金条例に基づく基金

に属していた現金または有価証券は、施行日において、改正後の紀美野町美里の湯かじ

か荘基金条例に基づく基金に属するものとする。 

  この条例の改正につきましては、紀美野町美里温泉かじか荘の名称変更に伴い、基金

の名称も変更するものでございます。新しく紀美野町美里の湯かじか荘基金となります。 

  附則につきましては、施行期日と経過措置の規定であります。 

  以上、私のほうからの説明とさせていただきます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第９ 議案第６号 紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第９、議案第６号、紀美野町国民健康保険条例の一部

を改正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    議案書の１１ページをお願いいたします。 

  議案第６号、紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町国民健康保険条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、平成２１年１０月から平成２３年３月までの間、暫定的に

引き上げを行っておりました出産育児一時金の支給額について、平成２３年４月から恒

久化することとしたことに伴います条例の改正でございます。 

  １２ページをお願いいたします。 

  紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 

  第７条第１項中、３５万円を３９万円に改める。附則、第５項を削る。 

  これにつきましては、国民健康保険条例第７条第１項で、出産育児一時金につきまし

ては３５万円を支給するとございまして、附則の第５項で、平成２１年１０月１日から
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平成２３年３月３１日までの間という期間を設けまして、４万円を上乗せすることとな

っておりました。 

  この条例改正によって、暫定措置の４万円を恒久化するものでございます。被保険者

にとりましては、平成２３年４月１日からも、従前どおりの出産育児一時金が支払われ

ることとなっております。 

  なお、附則でございますが、この条例は平成２３年４月１日から施行する。 

  経過措置といたしまして、この条例の施行日前に出産した被保険者にかかる紀美野町

国民健康保険条例第７条の規定による出産育児一時金の額については、なお従前の例に

よるとなっております。 

  以上、簡単でございますが、紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例の説明

といたします。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第１０ 議案第７号 紀美野町美里温泉かじか荘条例の一部を改正する条例につい 

             て 

○議長（美野勝男君）    日程第１０、議案第７号、紀美野町美里温泉かじか荘条例

の一部を改正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。 

  企画管財課長、増谷君。 

（企画管財課長 増谷守哉君 登壇） 

○企画管財課長（増谷守哉君）    それでは議案書の１３ページをお願いいたします。 

  議案第７号、紀美野町美里温泉かじか荘条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町美里温泉かじか荘条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９

６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案の理由につきましては、従来より、かじか荘の内風呂、外風呂につきましては、

単純硫黄温泉を使用した美人湯として、町内外の皆様方に御利用、御愛顧をいただいて

まいりました。しかし平成１９年の温泉法改正に伴いまして、全国の温泉施設での１０

年ごとの定期的な温泉成分の分析が義務となったため、美里温泉につきましても成分分

析を実施いたしました。この分析については、県の環境衛生研究センターに委託し、合

計４回の分析を行いましたが、温泉法に定められた温泉成分の基準値に達しなかったた
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め、法に定義する温泉に該当しないという残念な結果となりました。 

  このため、和歌山県温泉法施行細則第３０条第２項の規定に基づく温泉利用施設にか

じか荘が該当しなくなったため、名称の変更を行うものでございます。 

  それでは議案書の１４ページを御覧いただきたいと思います。 

  紀美野町美里温泉かじか荘条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町美里温泉かじか荘条例の一部を次のように改正する。 

  題名中「美里温泉」を「美里の湯」に改める。 

  第１条及び第２条中「美里温泉」を「美里の湯」に改める。 

  第３条中「美里温泉」を「美里の湯」に改め、同条第１号中、温泉施設を入浴施設に

改め、同条第３号を削るということに改正いたします。 

  別表１、入浴料（日帰り温泉）の表中「（日帰り温泉）」を削り、同表２、宿泊料金

の表中、温泉館６畳・１０畳の表示を和室ＤからＦまでの料金に改めることといたしま

す。 

  また、同表３の休憩料金の表及び４の会議研修利用料金の表を、下の図のようにＡか

らＦまでの料金表として改正を行います。 

  １５ページを御覧ください。 

  ４の会議・研修利用料金の表を、和室５０畳から和室１０畳までの料金表に改正を行

いたいと思います。 

  附則として、この条例は平成２３年４月１日から施行する。また、経過措置といたし

ましての明記を行ってございます。 

  以上、簡単でございますが、紀美野町美里温泉かじか荘条例の一部を改正する条例に

ついての説明とさせていただきます。 

（企画管財課長 増谷守哉君 降壇） 

◎日程第１１ 議案第８号 紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について 

◎日程第１２ 議案第９号 辺地総合整備計画の変更について 

○議長（美野勝男君）    日程第１１、議案第８号、紀美野町過疎地域自立促進計画

の変更について及び日程第１２、議案第９号、辺地総合整備計画の変更について、一括

議題とします。 

  説明を願います。 

  企画管財課長、増谷君。 
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（企画管財課長 増谷守哉君 登壇） 

○企画管財課長（増谷守哉君）    議案書の１６ページをお願いいたします。 

  議案第８号、紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について。 

  紀美野町過疎地域自立促進計画の一部を次のとおり変更したいので、過疎地域自立促

進特別措置法の第６条第６項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、紀美野町過疎地域自立促進計画において、産業の振興、交

通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進の事業計画及び事業内容を変更するも

のでございます。 

  １７ページを御覧いただきたいと思います。 

  紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について。 

  ２、産業の振興の計画の事業名、４、地場産業振興の中に生石高原登山者駐車場整備

事業を追加し、また、旧過疎地域自立促進特別事業の中に道の駅基本計画策定事業を追

加するものでございます。 

  追加理由でございますが、生石高原登山者駐車場整備事業につきましては、町の自然

的観光資源である生石高原を活用したまちづくりを推進するため、マイカーで来られる

登山者等が利用できる駐車場の整備を図るものでございます。 

  次に道の駅基本計画策定事業につきましては、高齢化や農業の衰退、過疎化が深刻な

問題となってございます。このため地域の活性化を図るとともに、観光情報の発信拠点

となるような道の駅を整備するため、基本計画を策定するものでございます。 

  １８ページをお願いいたします。 

  ３、交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の推進の計画。 

  事業名、１０、過疎地域自立促進特別事業の中にギャップフィラー整備保守点検委託

料、若者定住促進事業、買い物弱者対策事業の３事業を追加するものでございます。 

  追加の理由につきましては、ギャップフィラー整備保守点検委託料におきましては、

町内６０カ所に設置した地上波デジタル放送の電波送受信施設等の保守点検業務を委託

する事業でございます。 

  また、若者定住促進事業につきましては、若者の町外への流出を防ぐとともに、町外

からの移住定住を促進するため、住居の新築、または増改築等への補助金を交付する事

業でございます。 



－１６－ 

  買い物弱者対策事業につきましては、町内において少子高齢化や過疎の影響により、

買い物弱者が生まれてきてございます。このため、地域の活性化と安心して生活できる

買い物の環境を確保するための対策を調査検討するための事業となってございます。 

  以上、簡単でございますが、紀美野町過疎地域自立促進計画の変更について、御説明

とさせていただきます。 

  次に辺地総合整備計画の変更について、御説明させていただきます。 

  それでは、議案書の１９ページを御覧いただきたいと思います。 

  議案第９号、辺地総合整備計画の変更について。 

  辺地総合整備計画を次のとおり変更したいので、辺地にかかる公共的施設の総合整備

のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定により、議会の議決を求

める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案の理由でございます。 

  辺地総合整備計画の変更を行いたいので、辺地にかかる公共的施設の総合整備のため

の財政上の特別措置等に関する法律の規定により、提案するものでございます。 

  ２０ページを御覧いただきたいと思います。 

  紀美野町真国辺地の総合整備計画でございます。事業内容といたしましては、平成２

３年度の１年間の整備計画として、小型動力ポンプ積載車購入事業として、事業費２６

０万円並びに小型動力ポンプ購入事業として、事業費１５０万円、合わせまして４１０

万円の事業計画を真国辺地の総合整備計画として新たに追加するものでございます。 

  ２１ページを御覧いただきたいと思います。 

  紀美野町長谷毛原辺地の総合整備計画でございます。事業内容といたしましては、平

成２１年度から平成２３年度までの３年間の整備計画として、６事業が掲載されてござ

いますが、今回新たに追加する事業は下から３つの事業でございます。 

  毛原上集会所建設事業として、事業費１,９９９万９,０００円、小型動力ポンプ積載

車購入事業として、事業費２６０万円並びに画像読み込み装置購入事業といたしまして、

事業費２８３万５,０００円、合わせまして２,５４３万４,０００円、実施年度を平成

２３年度の１年間として整備計画を新たに追加するものでございます。 

  以上、簡単でございますが、辺地総合整備計画の変更についての御説明とさせていた

だきます。 
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（企画管財課長 増谷守哉君 降壇） 

◎日程第１３ 議案第１０号 海南海草老人福祉施設事務組合規約の変更について 

○議長（美野勝男君）    日程第１３、議案第１０号、海南海草老人福祉施設事務組

合規約の変更について、議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、山本君。 

（保健福祉課長 山本倉造君 登壇） 

○保健福祉課長（山本倉造君）    議案第１０号、海南海草老人福祉施設事務組合規

約の変更について。 

  地方自治法第２８６条第１項の規定に基づき、海南海草老人福祉施設事務組合規約を

次のとおり変更したいので、同法第２９０条の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由、障害者福祉サービスにおける短期入所の事業を行うに当たり、受け入れ施

設としての指定を受けるべく組合規約を変更するものであります。 

  ２３ページをお願いします。 

  海南海草老人福祉施設事務組合規約の一部を改正する規約。 

  海南海草老人福祉施設事務組合規約の一部を次のように改正する。 

  第３条を次のように改める。 

  （組合の共同処理する事務）第３条、組合は、やすらぎ園における次に掲げる事務を

共同処理する。 

  （１）老人福祉法第２０条の５に規定する特別養護老人ホームの設置及び維持管理等

施設運営に関する事務。 

  （２）障害者自立支援法第５条第８項に規定する短期入所を行う事業に関する事務。 

  附則、この規約は和歌山県知事の許可の日から施行する。 

  この規約改正は、やすらぎ園が新たに障害者自立支援法に基づくショートステイのサ

ービスを行うこととしたために、規約の改正をお願いするものでございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第１４ 議案第１１号 紀の海広域施設組合規約の変更について 

○議長（美野勝男君）    日程第１４、議案第１１号、紀の海広域施設組合規約の変
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更について、議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    議案書の２４ページをお願いいたします。 

  議案第１１号、紀の海広域施設組合規約の変更について。 

  地方自治法第２８６条第１項の規定に基づき、紀の海広域施設組合規約を次のとおり

変更したいので、同法第２９０条の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、平成２３年５月１日から、紀の海広域施設組合を構成する

市及び町の議会の選出議員数の変更を行うため、組合規約を変更するものでございます。 

  ２５ページをお願いいたします。 

  紀の海広域施設組合規約の一部を改正する規約。 

  紀の海広域施設組合規約の一部を次のように改正する。 

  第５条第１項中「紀の川市４人」を「紀の川市５人」に、「紀美野町４人」を「紀美

野町３人」に改める。 

  附則、この規約は、平成２３年５月１日から施行する。 

  今回の紀の海広域施設組合規約の一部改正につきましては、組合設立時には、ごみの

処理施設の設置場所が決まっていなかったということから、公平に用地決定を行うため、

構成市町同数の議員定数となっておりましたが、建設予定地が決定したことから、人口

及び経費の負担等に照らし合わせ、組合として関係市町の協議により組合規約の改正を

図ろうとするものでございます。 

  改正内容につきましては、組合規約第５条第１項にかかる組合議員を構成する関係市

町の選出議員数の変更によるもので、紀の川市４人を紀の川市５人に改め、紀美野町４

人を紀美野町３人に改めるというものでございます。海南市は今までどおりの４人とな

ってございます。 

  なお、この規定は本年４月２４日に紀美野町の議員改選がございますので、紀美野町

の議員の任期４月３０日を受けまして、平成２３年５月１日からの適用となってござい

ます。 

  以上、簡単でございますが、紀の海広域施設組合規約の一部を改正する規約について
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の説明とさせていただきます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第１５ 議案第１２号 平成２２年度紀美野町一般会計補正予算（第５号）につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第１５、議案第１２号、平成２２年度紀美野町一般会

計補正予算（第５号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の２７ページをお願いいたします。 

  議案第１２号、平成２２年度紀美野町一般会計補正予算（第５号）。 

  平成２２年度紀美野町の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億３,３２３万９,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７５億７,９３９万５,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

  第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は「第２表 繰越明許費」による。 

  （地方債の補正） 

  第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ３７ページをお願いいたします。 

  まず歳入でございます。 

  １０款、地方交付税、１目、地方交付税で５億１,９５１万１,０００円の増額をお願

いするものでございます。これにつきましては、普通交付税の確定による増でございま

す。 

  １２款、分担金及び負担金、１項、分担金、１目、農林水産業費分担金では６万円の

増額でございます。森下水路の分担金ということでございます。 
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  １２款、２項、１目、総務費負担金で８９万円の増額でございます。地上デジタル放

送の事業加入金でございます。 

  １３款、使用料及び手数料、１項、４目、土木使用料で９４万円の減額でございます。

公営住宅使用料でございます。 

  １４款、国庫支出金、１項、１目、民生費国庫負担金では１,２２２万３,０００円の

増額でございます。主なものは障害者自立支援給付費負担金でございます。 

  ３８ページをお願いします。 

  １４款、２項、１目、総務費国庫補助金、４,４３９万３,０００円の増額でございま

す。地域活性化・きめ細かな交付金、住民生活に光をそそぐ交付金の増額でございます。 

  ２目、民生費国庫補助金で５０万円の増額です。地域生活支援事業費補助金です。 

  ４目、農林水産業費国庫補助金で１３２万円の減額でございます。林業費補助金でご

ざいます。 

  ３９ページをお願いします。 

  １５款、県支出金、１項、１目、民生費県負担金で６５８万９,０００円の増額でご

ざいます。主なものは障害者自立支援給付費ほか児童手当、子ども手当等でございます。 

  １５款、２項、２目、民生費補助金で７３万２,０００円、障害者福祉費補助金で４

０万３,０００円です。１枚めくっていただきまして、４０ページの上段です。児童福

祉費補助金で３２万９,０００円でございます。 

  ３目、衛生費県補助金で６０万２,０００円、子宮頸がんワクチン接種補助金でござ

います。 

  ４目、農林水産業費県補助金で１,０１７万３,０００円の減額でございます。農業費

補助金で６９万８,０００円の減額、林業費補助金で９３３万５,０００円の減額、水産

業費補助金では１４万円の減額となっております。 

  ５目、商工費県補助金で１７万３,０００円、緊急雇用創出の補助金の減額でござい

ます。 

  ７目、教育費県補助金では５万８,０００円、教育費補助金でございます。 

  １５款、県支出金、３項、１目、総務費県委託金では１９万３,０００円の減額でご

ざいます。指定統計調査委託金の減額でございます。 

  １６款、１項、１目、財産貸付収入で９３万４,０００円の増額です。土地建物賃貸

料でございます。 
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  ４１ページをお願いします。 

  １６款、２項、２目、不動産売払収入で１４６万３,０００円の増額です。土地売り

払い代金でございます。 

  １７款、寄附金、１項、２目、ふるさとまちづくり応援寄附金で５０万円の増額でご

ざいます。ふるさとまちづくり応援寄附金でございます。 

  １８款、繰入金、１項、１目、財政調整基金繰入金で１億１３１万７,０００円の減

額でございます。財政調整基金繰入金の減額でございます。 

  ２０款、諸収入、３項、１目、雑入で２０万円の増額でございます。シルバー人材セ

ンターよりの電気代の入金でございます。 

  ２１款、町債、１項、３目、農林水産業債では４,１６０万円の減額でございます。

辺地事業の３,７３０万円、山畑農免事業の減額となってございます。 

  ４目、土木債では３０万円の増額、それぞれ辺地、あるいは過疎の事業費の変更によ

るものでございます。 

  続いて歳出でございます。 

  ４３ページをお願いします。 

  １款、議会費、１項、１目、議会費、補正額はございませんが、需用費、あるいは共

済費等の予算の組みかえでございます。 

  ２款、総務費、１項、１目、一般管理費では１７３万２,０００円の増額でございま

す。主なものは本庁舎トイレ改修で１６６万円をお願いするものでございます。 

  ４目、財産管理費で１,０８５万円、委託料として旧国吉診療所解体工事設計業務委

託料で４３万円、工事請負費では国吉、あるいはかじか荘の工事となっております。 

  ５目、企画費、９２９万７,０００円の増額でございます。大きなものは２２節の紀

美野町土地開発公社損失補てん金として８９６万６,０００円でございます。 

  ７目、支所及び出張所費は財源変更でございます。 

  ４４ページをお願いします。 

  ２款、２項、１目、税務総務費では６,０００円の増額でございます。使用料及び賃

借料でございます。 

  ２款、５項、２目、指定統計費では２５万７,０００円の減額でございます。報酬、

賃金、需用費等でございます。 

  ３款、１項、３目、老人福祉費では５５６万円の減額でございます。老人保護措置費
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の減額でございます。 

  ４目、障害者福祉費では３,０５９万円の増額でございます。主なものは２０節の扶

助費で３,０５０万円の増額となっております。 

  ６目、重度身心障害者医療費では１,０００円の増額でございます。 

  ７目、子ども医療費では１５０万円の増額です。これも２０節の扶助費が主なもので

ございます。 

  ８目、ひとり親家庭医療費では４１万８,０００円、これも同じく医療扶助費でござ

います。 

  １０目、長谷毛原健康センターでは９万６,０００円、修繕費でございます。 

  １１目、国民健康保険事業で２５万６,０００円の減額でございます。国民健康保険

事業特別会計繰出金への減額でございます。 

  １３目、介護保険事業費で２７０万円の増額、これも同じく介護保険事業特別会計繰

出金でございます。 

  １４目、後期高齢者医療費で１,２２０万４,０００円の減額でございます。後期高齢

者医療特別会計繰出金の減額でございます。 

  ４６ページをお願いします。 

  ３款、２項、１目、児童福祉総務費で１１２万２,０００円の増額でございます。主

なものは１３節、委託料の広域保育委託料でございます。 

  ２目、児童手当費では２９８万５,０００円の減額でございます。扶助費の額の確定

に伴うものでございます。 

  ５目、保育所費では３０万円の増額、修繕費でございます。 

  ８目、子ども手当費、２０９万３,０００円の減額、これも子ども手当の額の確定に

伴うものでございます。 

  ４款、衛生費、１項、１目、保健衛生総務費では４,０８５万２,０００円の増額でご

ざいます。野上厚生病院への負担ということでございます。 

  ２目、予防費、２２０万８,０００円、各種予防接種委託料が主なものでございます。 

  ４目、環境衛生費で３７万８,０００円の減額でございます。美里簡易水道事業の繰

出金の減額でございます。 

  ４７ページをお願いします。 

  ４款、１項、５目、成人保健対策費では４９５万９,０００円の増額でございます。
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主なものは１３節、委託料の各種健診委託料でございます。 

  ７目、診療諸費では６１８万９,０００円の減額です。国民健康保険診療所事業特別

会計繰出金の減額でございます。 

  ４款、２項、２目、塵芥処理費で８７万１,０００円の増額でございます。主なもの

は１８節の備品購入費、美里地区のごみ収集車の購入でございます。 

  ５款、１項、２目、農業総務費では１１万４,０００円の減額でございます。大きな

ものは負担金の減額となってございます。 

  ３目、農業振興費では１１０万８,０００円の減額でございます。主なものは負担金、

補助及び交付金で１１３万３,０００円でございます。 

  ４８ページをお願いします。 

  ５款、１項、４目、耕地総務費では３,７３３万４,０００円の減額でございます。山

畑の基幹農道の減額でございます。 

  ６目、農業用施設維持費で３００万円の増額です。農道の維持補修工事費でございま

す。 

  ７目、地籍調査事業費で５万円の減額でございます。 

  ８目、小規模土地改良事業費では財源変更でございます。 

  ５款、２項、１目、林業総務費で１,０６４万８,０００円の減額でございます。負担

金、補助で９００万２,０００円の減額、機械化林業推進事業補助金の減額が主なもの

でございます。 

  ５款、３項、１目、水産業振興費では１４万円の減額でございます。貴志川の環境保

全事業委託料の減額でございます。 

  ６款、商工費、１項、２目、観光費で１３万７,０００円の減額です。委託料、１７

万３,０００円の減額が主なものでございます。 

  ７款、土木費、２項、１目、道路橋梁維持費で７５０万円の増額でございます。町道

補修及び舗装生活関連工事でございます。 

  ２目、道路橋りょう新設改良費では事業等の組みかえでございます。 

  ５０ページをお願いします。 

  ７款、３項、１目、住宅管理費では財源変更のみでございます。 

  ７款、４項、１目、公園費で１４万１,０００円でございます。修繕費でございます。 

  ９款、教育費、１項、３目の教育諸費で５万９,０００円、これにつきましては元気
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な森の事業の事業費が主なものでございます。 

  ９款、２項、１目、学校管理費で７７万１,０００円、修繕料等の需用費、あるいは

備品購入費でございます。 

  ９款、３項、１目、学校管理費で１,２６０万円の増額でございます。美里中学校体

育館屋根・外壁塗装防水工事と、野上中学校体育館放送設備改修工事の費用でございま

す。 

  ９款、４項、３目、公民館費で８０万円の増額でございます。電気代、修繕料でござ

います。 

  ７目、みさと天文台管理運営費では４０万円の増額です。これも修繕費でございます。 

  ５２ページをお願いします。 

  １１目、自然体験世代交流センター管理運営費、これも４万円の増額は修繕費でござ

います。 

  ９款、５項、２目、体育施設管理運営費で１２９万４,０００円の増額をお願いする

ものでございます。これについては需用費でございます。 

  １１款、公債費、１項、１目、元金で３億６,２８４万７,０００円の増額でございま

す。長期債元金ということで、繰上償還を行うものでございます。 

  １２款、諸支出金、１項、９目、地域振興費で１,４３４万８,０００円でございます。

光をそそぐ交付金、平成２２年度から平成２３年度に繰り越しができませんので、基金

に積み立てて使うものでございます。 

  ５３ページをお願いします。 

  １２款、１項、１０目、地上デジタル放送中継施設基金では８９万円の増額でござい

ます。地上デジタル放送中継施設基金への積立金でございます。 

  １２目、ふるさとまちづくり応援基金、５０万円の補正でございます。これも積立金

でございます。 

  ３２ページへ戻っていただきたいと思います。 

  第２表、繰越明許費でございます。繰越金の明細がありますので、御一読賜りたいと

思います。 

  ３４ページをお願いします。 

  第３表が地方債の補正でございます。 

  まず限度額の変更でございます。一般単独事業債では、２億２３０万円の減額の変更
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をお願いするものです。 

  辺地対策事業債では１億３,２６０万円の限度額の変更、過疎対策事業債では１億９,

７１０万円の限度額の変更をお願いするものでございます。 

  起債の方法、利率、償還の方法については、補正前に同じでございます。 

  以上、説明とさせていただきます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第１６ 議案第１３号 平成２２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第４号）について 

◎日程第１７ 議案第１４号 平成２２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補 

              正予算（第３号）について 

◎日程第１８ 議案第１５号 平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算 

              （第３号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第１６、議案第１３号、平成２２年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、日程第１７、議案第１４号、平成２

２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）について及び日程

第１８、議案第１５号、平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    議案書の５５ページを御覧ください。 

  議案第１３号、平成２２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）。 

  平成２２年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,８３６万６,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億９,４８３万６,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 
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  ６０ページを御覧ください。 

  ２の歳入です。 

  １款、国民健康保険税、１項、１目、一般被保険者国民健康保険税で１,２７１万８,

０００円の減額補正でございます。内訳につきましては、１節、医療給付費分現年課税

分で９３２万３,０００円の減額、２節、介護納付金分現年課税分で６６万２,０００円

の減額、５節、後期高齢者支援金分現年課税分で２７３万３,０００円の減額補正とな

ってございます。 

  ２目、退職被保険者等国民健康保険税で３９万８,０００円の増額補正でございます。

内訳につきましては、１節、医療給付費分現年課税分で３８万９,０００円の増額、２

節、介護納付金分現年課税分で２万３,０００円の減額、５節、後期高齢者支援金分現

年課税分で３万２,０００円の増額補正となっております。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、療養給付費等負担金で４,３１１万１,

０００円の減額補正でございます。 

  ２目、高額医療費共同事業負担金で６２万２,０００円の減額補正でございます。こ

れにつきましては高額医療費共同事業負担金の額の確定による減額補正でございます。 

  ６１ページをお願いします。 

  ３款、国庫支出金、２項、国庫補助金、１目、財政調整交付金で６１２万２,０００

円の増額補正でございます。これは国の特別調整交付金の額の確定による補正でござい

ます。 

  ５款、前期高齢者交付金、１項、１目、前期高齢者交付金で６,１４５万円の増額補

正でございます。これにつきましても、国の前期高齢者交付金の額の確定による補正で

ございます。 

  ６款、県支出金、１項、県負担金、１目、高額医療費共同事業負担金で６２万２,０

００円の減額補正でございます。これは高額医療費共同事業負担金の額の確定による減

額補正でございます。 

  ７款、共同事業交付金、１項、１目、共同事業交付金で７７２万５,０００円の増額

補正でございます。これは共同事業交付金の額の確定によります補正でございます。 

  １０款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金で２５万６,０００円の減額補正でご

ざいます。これは保険基盤安定繰入金の額の確定による補正でございます。 

  ６２ページをお願いします。 
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  ３の歳出です。 

  ２款、保険給付費、１項、一般被保険者療養諸費、１目、療養給付費で２,７００万

円の増額補正でございます。 

  ２目、療養費につきましては額の増減はございませんが、財源内訳の補正でございま

す。 

  ２款、保険給付費、２項、退職被保険者療養諸費、２目、療養費で２０万円の増額補

正でございます。 

  ２款、保険給付費、４項、高額療養費、１目、一般被保険者高額療養費で１,０００

万円の増額補正でございます。 

  ３目、一般被保険者高額介護合算療養費につきましては、補正額はございませんが、

財源内訳の補正でございます。 

  ６３ページをお願いします。 

  ３款、後期高齢者支援金等、１項、１目、後期高齢者支援金で１,８９７万３,０００

円の減額補正でございます。これは後期高齢者支援金の額の確定による補正でございま

す。 

  ５款、老人保健拠出金、１項、１目、老人保健医療拠出金で、補正額はございません

が、財源内訳の補正でございます。 

  ６款、介護納付金、１項、１目、介護納付金でも補正額はございませんが、財源内訳

の補正でございます。 

  ７款、共同事業拠出金、１項、１目、高額医療費拠出金で２４８万７,０００円の減

額補正でございます。これにつきましては高額医療費拠出金の額の確定による補正でご

ざいます。 

  ３目、保険財政共同安定化事業拠出金で９９３万９,０００円の減額補正でございま

す。これにつきましても額の確定による補正でございます。 

  ６４ページをお願いします。 

  ９款、諸支出金、１項、２目、償還金で６４４万３,０００円の増額補正でございま

す。これは平成１９年度の国の調整交付金の清算返還金でございます。 

  ９款、諸支出金、２項、１目、繰出金で６１２万２,０００円の増額補正でございま

す。これは国の特別調整交付金の増額による補正でございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予
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算（第４号）の説明とさせていただきます。 

  ６５ページをお願いいたします。 

  議案第１４号、平成２２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

３号）。 

  平成２２年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）は、次

に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５６万７,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,５０１万３,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の７０ページを御覧ください。 

  ２の歳入でございます。 

  １款、診療収入、１項、１目、外来収入で９０万円の減額補正でございます。これは

外来収入の中の社会保険診療収入の推計額の減額による補正でございます。 

  ３款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金で６１８万９,０００円の減額補正でご

ざいます。これは国保会計から診療所会計へ繰り入れられる額の増額が主な要因でござ

います。 

  ２目、国民健康保険事業特別会計繰入金で６５２万２,０００円の増額補正でござい

ます。これは特別調整交付金の額の確定によります補正でございます。 

  ７１ページをお願いします。 

  ３の歳出でございます。 

  ２款、医業費、１項、１目、医療用機械機器費で５６万７,０００円の減額補正でご

ざいます。これは在宅酸素借上料の実績見込み額による減額補正でございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計

補正予算（第３号）の説明とさせていただきます。 

  議案書の７３ページを御覧ください。 

  議案第１５号、平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）。 

  平成２２年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定める
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ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８５万５,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５,３８７万４,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ７８ページを御覧ください。 

  ２の歳入でございます。 

  ３款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金で１,２２０万４,０００円の減額補正で

ございます。内訳といたしましては、２節の保険基盤安定繰入金で８５万４,０００円

の増額、これは保険基盤安定繰入金の額の確定による補正でございます。３節、療養給

付費繰入金で１,３０５万８,０００円の減額、これは平成２１年度の療養給付費負担金

の清算による補正でございます。 

  ４款、諸収入、２項、１目、雑入で１,３０５万９,０００円の増額補正でございます。

増額の主な要因といたしましては、平成２１年度の療養給付費負担金の清算によるもの

でございます。 

  ７９ページをお願いします。 

  ３の歳出でございます。 

  ２款、後期高齢者医療広域連合納付金、１項、１目、後期高齢者医療広域連合納付金

で８５万５,０００円の増額補正でございます。これは後期高齢者医療保険基盤安定制

度負担金の額の確定による補正でございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）の説明とさせていただきます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時２５分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 
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○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午前１０時４５分） 

◎日程第１９ 議案第１６号 平成２２年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              ４号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第１９、議案第１６号、平成２２年度紀美野町介護保

険事業特別会計補正予算（第４号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、山本君。 

（保健福祉課長 山本倉造君 登壇） 

○保健福祉課長（山本倉造君）    ８１ページを御覧ください。 

  議案第１６号、平成２２年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）。 

  平成２２年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,２４０万４,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億４,４１４万円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ８６ページをお願いします。 

  歳入です。 

  １款、介護保険料、１項、介護保険料、１目、第１号被保険者保険料は１３０万円の

減額でございます。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、介護給付費負担金、２２０万８,００

０円の増額でございます。 

  ３款、２項、国庫補助金、１目、調整交付金は２１６万円の増額でございます。 

  ４款、支払基金交付金、１項、支払基金交付金、１目、介護給付費交付金、６４８万

円の増額でございます。 

  ５款、県支出金、１項、県負担金、１目、介護給付費負担金、４８１万２,０００円

の増額でございます。 



－３１－ 

  ６款、繰入金、１項、一般会計繰入金、１目、介護給付費繰入金、２７０万円の増額

でございます。 

  ６款、繰入金、２項、基金繰入金、１目、介護従事者処遇改善臨時特例基金繰入金、

４,０００円の増額でございます。これは基金の利息の分の補正でございます。 

  ８款、諸収入、２項、雑入、４目、雑入、８０万円の補正でございます。これは介護

予防計画作成報酬の増でございます。 

  ９款、町債、１項、財政安定化基金貸付金、１目、財政安定化基金貸付金、４５４万

円の増でございます。 

  ８８ページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、８０万円の増額補正でござい

ます。介護予防支援業務委託料の増によるものでございます。 

  ２款、保険給付費、１項、介護サービス等諸費、総額で１,５０５万円の増でござい

ます。各サービスの給付費の実績を踏まえた給付見込みによるものでございます。 

  ２款、保険給付費、２項、介護予防サービス等諸費、これも総額で３９５万円の増の

補正でございます。同じく実績に基づく給付サービスの見込みによる補正でございます。 

  ２款、保険給付費、４項、高額介護サービス等諸費、１目、高額介護サービス費、１

００万円の増額でございます。高額介護サービス費の増の見込みによるものでございま

す。 

  ９０ページをお願いします。 

  ２款、保険給付費、６項、特定入所者介護サービス等費、１目、特定入所者介護サー

ビス等費、１６０万円の増でございます。 

  ４款、諸支出金、３項、基金費、１目、介護従事者処遇改善臨時特例基金費、補正額

が４,０００円、利子分の積み立てでございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第２０ 議案第１７号 平成２２年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計補正予算（第５号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第２０、議案第１７号、平成２２年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第５号）について、議題とします。 



－３２－ 

  説明を願います。 

  産業課長、中尾君。 

（産業課長 中尾隆司君 登壇） 

○産業課長（中尾隆司君）    それでは９１ページをお願いいたします。 

  議案第１７号、平成２２年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算

（第５号）。 

  平成２２年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第５号）は、

次に定めるところによる。 

  （繰越明許費） 

  第１条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第１表 繰越明許費」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ９２ページをお願いいたします。 

  第１表、繰越明許費でございます。 

  １款、総務費、１項、１目、一般管理費、ふれあい公園遊具等改修事業で事業費が３

８４万円でございます。 

  以上です。 

（産業課長 中尾隆司君 降壇） 

◎日程第２１ 議案第１８号 平成２２年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第４号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第２１、議案第１８号、平成２２年度紀美野町美里簡

易水道事業特別会計補正予算（第４号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、岩本君。 

（水道課長 岩本介伸君 登壇） 

○水道課長（岩本介伸君）    恐れ入りますが、９３ページをお開き願います。 

  議案第１８号、平成２２年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）。 

  平成２２年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 



－３３－ 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５４万８,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５,５９９万円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ９８ページをお開き願います。 

  歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料、１目、水道使用料、１７万円の減額につきましては、水道

使用料の減によるものでございます。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、３７万８,０００円の減額につきましては、

歳出減によるものでございます。 

  次に歳出でございます。 

  １款、衛生費、１目、一般管理費、２万２,０００円の減額でございます。１２節、

役務費、１５万３,０００円の増額でありますが、福田浄水場の土地鑑定手数料でござ

います。２７節、公課費につきましては１７万５,０００円の減額でありますが、消費

税納付金確定申告減に伴うものでございます。 

  １款、衛生費、２目、作業費、５２万６,０００円の減額でございます。内容につき

ましては、１５節、工事請負費、美里龍神線配水管移設替え工事の契約差額によるもの

でございます。 

（水道課長 岩本介伸君 降壇） 

◎日程第２２ 議案第１９号 平成２３年度紀美野町一般会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第２２、議案第１９号、平成２３年度紀美野町一般会

計予算について、議題とします。 

  説明の際には、ページ数を言ってから説明を願いたいと思います。 

  それでは歳入全般及び歳出第１款から第２款について、説明を願います。 

  総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    それでは予算書の１ページをお開きください。 

  議案第１９号、平成２３年度紀美野町一般会計予算。 

  平成２３年度紀美野町の一般会計の予算は次に定めるところによる。 



－３４－ 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ６６億１,８００万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  （地方債） 

  第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

  （一時借入金） 

  第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は１０億円と定める。 

  （歳出予算の流用） 

  第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １０ページをお願いいたします。 

  まず歳入でございます。 

  目を中心に御説明を申し上げます。 

  昨年度との比較から申し上げます。 

  なお、説明資料を添付させていただいておりますので、御参照の上、御覧いただきた

いと思います。 

  それでは歳入です。 

  １款、１目、町民税の個人のほうでは１,３６６万４,０００円、昨年と比較して増の

３億３,２６６万４,０００円でございます。 

  ２目、法人税では１５６万円減の１,８７２万円の本年度計上となっております。 

  ２項、固定資産税、１目、固定資産税では３９６万３,０００円増の４億５,０２３万

９,０００円でございます。 

  ２目、国有資産等所在市町村交付金及び納付金では４万５,０００円減の２７８万４,

０００円でございます。 



－３５－ 

  ３項、１目、軽自動車税で１０万３,０００円増の２,９０９万３,０００円でござい

ます。 

  １１ページ、４項、１目、市町村たばこ税では４４０万円減の１,７６０万円でござ

います。 

  ５項、１目、入湯税では２０５万円減の５３万３,０００円でございます。 

  ２款、１項、１目、地方揮発油譲与税ということで、５５万４,０００円減の２,１０

０万円の計上でございます。 

  ２項、１目、自動車重量譲与税では３１０万２,０００円減の５,４００万円でござい

ます。 

  ３款、１項、１目、利子割交付金で、前年度と変わらず５００万円の計上でございま

す。 

  １２ページをお願いします。 

  ４款、配当割交付金、１項、１目、配当割交付金では３０万３,０００円減の１８０

万円の計上でございます。 

  ５款、株式等譲渡所得割交付金では、前年度と変わらず１０万円でございます。 

  ６款、地方消費税交付金でございます。５７３万３,０００円減の８,３００万円の計

上でございます。 

  ７款、ゴルフ場利用税交付金では、前年度より８００万円減の３,５００万円の計上

でございます。 

  ８款、１項、１目、自動車取得税交付金では１７８万７,０００円減の２,２００万円

の計上でございます。 

  １３ページをお願いします。 

  ９款、１項、１目、地方特例交付金では５１０万円増の１,５１０万円となっており

ます。 

  １０款、地方交付税でございます。１,０００万円減の３４億１,０００万円の計上で

ございます。 

  １１款、交通安全対策特別交付金では、前年度と変わらず１４０万円でございます。 

  １２款、分担金及び負担金、１項、１目、農林水産業分担金では２２９万３,０００

円減の１２６万円を計上しております。 

  ２項、負担金、１目、総務費負担金では前年度と変わらず３万円です。 



－３６－ 

  ２目、民生費負担金では１４６万１,０００円減の２,９５７万６,０００円の計上と

なっております。 

  １４ページをお願いします。 

  １３款、使用料及び手数料ということで、１項、１目、総務使用料では、前年度と変

わらず１６２万６,０００円の計上でございます。 

  ２目、民生使用料では１２万円増の３２５万７,０００円です。 

  ３目、農林水産業使用料では、前年度と変わらず８７万円でございます。 

  ４目、土木使用料では５３万９,０００円増の３,２５２万５,０００円の計上でござ

います。 

  ５目、教育使用料では２,０００円減の１９４万１,０００円の計上となっております。 

  １５ページをお願いいたします。 

  １３款、２項、１目、総務手数料では３５万４,０００円減の５３６万９,０００円の

計上となっております。 

  ２目、衛生手数料では１４万６,０００円減の１,４８１万６,０００円の計上でござ

います。 

  ３目、農林水産業手数料では前年度と変わらず７,０００円、４目、土木手数料では

２０万２,０００円増の４,９６５万１,０００円です。 

  ５目、消防手数料では前年度と変わらず１万円でございます。 

  １６ページをお願いいたします。 

  １４款、国庫支出金、１項、１目、民生費国庫負担金では２,８９２万１,０００円増

額の１億６,７９８万円でございます。障害者自立支援給付費負担金、あるいは子ども

手当の増額によるものでございます。 

  ２項、国庫補助金、１目、総務国庫補助金では２,４８３万５,０００円増の２,６０

７万３,０００円でございます。市町村合併推進体制整備費補助金の増額によるところ

でございます。 

  ２目、民生費国庫補助金では１５５万４,０００円増の８２３万３,０００円でござい

ます。次世代育成支援対策交付金の増によるところが大きなものでございます。 

  １７ページをお願いします。 

  ３目、衛生費国庫補助金で９万円の減額でございます。本年度は１０５万８,０００

円でございます。 



－３７－ 

  ４目、農林水産業費国庫補助金では１４１万円減の８４万円でございます。 

  ５目、土木費国庫補助金では４,５０５万円減の６,０４５万円の計上となっておりま

す。 

  ６目、教育費国庫補助金では１８万４,０００円減の４万１,０００円でございます。 

  ３項、１目、総務費国庫委託金では１,３１０万７,０００円減の１０万８,０００円

となっております。前年度の参議院選挙、あるいは投票人の名簿構築等の費用が今回な

くなったものでございます。 

  ２目、民生費国庫委託金では２３万円の減で２２３万円の計上でございます。 

  １８ページをお願いいたします。 

  １５款、県支出金、１項、１目、民生費県負担金で、５７５万３,０００円増の１億

２,０５３万２,０００円でございます。 

  ２目、農林水産業県負担金で、１７４万円増の４,３０８万円の計上でございます。 

  １９ページをお願いします。 

  ２項、補助金、１項、総務費補助金で、７２５万５,０００円増の１,１８８万３,０

００円でございます。緊急雇用創出事業による増額でございます。 

  ２目、民生費県補助金で、１５３万円増の４,５４０万８,０００円でございます。 

  ２０ページをお願いします。 

  ３目、衛生費県補助金で６９万４,０００円減の２,８６０万１,０００円です。 

  ４目、農林水産業費県補助金では３９５万５,０００円減の１億９４２万５,０００円

でございます。 

  ５目、商工費県補助金では３０万６,０００円減の５０６万４,０００円の計上となっ

ております。 

  ２１ページをお願いします。 

  ６目、土木費県補助金では、前年度と変わらず６６万１,０００円でございます。 

  ７目、教育費県補助金では１０４万７,０００円増の８９１万１,０００円です。 

  ８目、消防費県補助金では皆増でございまして、１４９万４,０００円の増でござい

ます。 

  ３項、県委託金、１目、総務費県委託金では１,８５９万１,０００円減の１,８８１

万３,０００円でございます。前年度行われました県知事選挙の交付金の減、指定統計

の減によるものでございます。 



－３８－ 

  ２目、民生費県委託金では皆増で３７３万２,０００円でございます。新しく認知症

地域支援体制構築モデル事業委託金によるものでございます。 

  ３目、教育費県委託金では１３万６,０００円増の５０万円でございます。 

  １６款、財産収入、１項、１目、財産貸付収入で４９万１,０００円増の１,０９０万

７,０００円でございます。 

  ２２ページをお願いします。 

  ２目、利子及び配当金では２２０万４,０００円減の２９６万４,０００円でございま

す。 

  ２項、１目、物品売払収入は、前年度と変わらず１,０００円の計上です。 

  ２目、不動産売払収入では９２７万４,０００円増で９２７万５,０００円の計上でご

ざいます。土地売払代金でございます。 

  １７款、寄附金、１目、一般寄附金では、前年度と変わらず１,０００円です。 

  ２目、ふるさとまちづくり応援寄附金では、前年度と変わらず１０万円です。 

  ２３ページをお願いします。 

  １８款、繰入金、１項、１目、財政調整基金繰入金では２,９９５万４,０００円減の

２億７,２４２万５,０００円の計上です。 

  ２目、河川浄化推進事業基金繰入金では、前年度と変わらず８６７万円でございます。 

  ３目、水産業振興基金繰入金では５９万６,０００円減の１０万４,０００円です。 

  ４目、地上デジタル放送中継施設基金繰入金では７７万円増の３３１万４,０００円

です。 

  ５目、地域振興基金繰入金では皆増の５４５万４,０００円となっております。平成

２２年度で積み立てました光をそそぐ交付金を全額繰り入れるものでございます。 

  合併振興基金繰入金、これは廃目整理でございます。 

  １９款、繰越金、１目、繰越金として、前年度と変わらず５００万円を計上しており

ます。 

  ２０款、諸収入、１項、１目、延滞金で、去年と変わらず５万円の計上となっており

ます。 

  ２４ページをお願いします。 

  ２項、１目、町預金利子、３０万円減の２０万円の計上でございます。 

  ３項、貸付金元利収入、１目、貸付金元利収入、皆増で１億２,５１８万７,０００円
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でございます。紀美野町土地開発公社、あるいはふるさと公社への貸付に伴う収入でご

ざいます。 

  ２０款、４項、１目、雑入では２２７万６,０００円増の６,０８３万９,０００円の

計上でございます。 

  ２５ページをお願いします。 

  ２１款、町債、１項、１目、総務債では７,５００万５,０００円の増で、２億５００

万５,０００円でございます。過疎、あるいは辺地対策事業の増によるものでございま

す。 

  ２目、民生債では３,５８０万円皆増しております。 

  ３目、衛生費では９０万４,０００円減の３,５７９万６,０００円でございます。 

  ２６ページをお願いします。 

  ４目、農林水産業費では５,６００万円減の５,０９０万円の計上です。事業費等の減

によるものでございます。 

  ５目、商工債では１,８２８万円、皆増でございます。過疎対策事業債、生石高原登

山の駐車場整備等に要する経費でございます。 

  ６目、土木債では６,５２０万円減の１億３,５８０万円でございます。町道等の事業

費のなくなった分がございますので、減額となっております。 

  ７目、消防費では４,８６０万円増の５,５１０万円の計上です。過疎対策債として消

防ポンプ自動車購入事業にかかるものでございます。 

  ８目、臨時財政対策債では６,６２６万円減の２億７,０７４万円の計上となっており

ます。 

  次に歳出のほうにまいります。 

  ２７ページからお願いいたします。 

  １款、議会費、１項、１目、議会費ということで、２,３２９万９,０００円増の１億

１,１９２万円の計上でございます。これにつきましては議員２名の報酬等の減額はあ

るものの、議員年金廃止に伴う共済負担金により増額となってございます。 

  ２８ページをお願いいたします。 

  ２款、１項、１目、総務費の一般管理費でございます。５０５万４,０００円増の３

億１,３０１万４,０００円となっております。 

  ３１ページをお願いいたします。 
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  下段の２目、文書広報費でございます。５万９,０００円減の２５１万４,０００円の

計上となっております。広報発行に要する経費が主なものでございます。 

  ３２ページをお願いいたします。 

  ３目、会計管理費では１２９万円増の１５２万８,０００円の計上です。臨時雇用に

よる増額が主なものでございます。 

  ４目、財産管理費では１３４万２,０００円の増額で、１,２６２万３,０００円でご

ざいます。 

  ３３ページをお願いいたします。 

  ５目、企画費では、１億５,６１８万５,０００円増額の２億２,６７１万４,０００円

でございます。総務課所管の部分では、地上デジタル放送の対策費として１,５６７万

５,０００円を計上させていただいております。 

  ３５ページをお願いいたします。 

  ６目、電子計算費で、１億３,６５０万８,０００円減額の２,９９２万６,０００円の

計上でございます。昨年度電算システム改修、あるいは機器購入があったため、大きく

減額をしているものでございます。 

  ３６ページをお願いいたします。 

  ７目、支所及び出張所費で８８万７,０００円増の３,０３０万６,０００円でござい

ます。 

  ３７ページをお願いします。 

  ８目、公平委員会費では、２,０００円減の１５万５,０００円の計上となっておりま

す。 

  ３８ページをお願いします。 

  ９目、自治振興費では、５,０８０万円増の１億５１９万３,０００円でございます。

毛原上集会所と山畑集会所の建設費用により増額となっています。 

  ３９ページをお願いします。 

  １０目、交通安全対策費で１７万７,０００円減の６８８万５,０００円でございます。 

  ４０ページをお願いいたします。 

  １１目、諸費で２万３,０００円減の１１１万８,０００円でございます。 

  １２目、防災諸費では、２２７万２,０００円増の３,９５０万６,０００円となって

おります。主な増額要因といたしましては、超過勤務手当と県防災消防訓練負担金によ
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る増額となっております。 

  ４５ページの下段をお願いいたします。 

  ２款、総務費、４項、選挙費、１目、選挙管理費でございます。１０５万２,０００

円減の３２万５,０００円の計上となっております。名簿等のシステム構築の委託料が

なくなったものでございます。 

  ４６ページをお願いいたします。 

  ２目、和歌山県議会議員選挙費では、８０万円増の６４０万円の計上でございます。 

  ４７ページ、３目、町議会議員一般選挙費では、皆増の１,０００万円の計上となっ

ております。 

  ４９ページをお願いします。 

  ２款、６項、１目、監査委員費でございます。１,０００円減の２９万６,０００円の

計上でございます。 

  １～２款部分の総務課関係所管の説明を終わらせていただきます。 

（総務課長 井上章君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、増谷君。 

（企画管財課長 増谷守哉君 登壇） 

○企画管財課長（増谷守哉君）    ３０ページをお願いします。 

  それでは私のほうから、企画管財課の予算にかかる第２款、１項、総務管理費の１目、

一般管理費、４目、財産管理費、５目、企画費、１１目、諸費、２款、５項、１目、指

定統計費について御説明をさせていただきます。 

  ２款、１項、１目、一般管理費でございます。企画管財課の予算につきましては、主

に役場本庁舎における管理運営に必要な経費が主なものとなってございます。 

  １１節、需用費でございます。消耗品費、４１７万９,０００円が計上されてござい

ますが、この中にはコピー用紙購入費及び一般事務用品費の１５１万５,０００円が含

まれてございます。 

  燃料費、１５９万２,０００円の中には、庁舎の暖房用の重油代、１０２万４,０００

円が含まれてございます。 

  印刷製本費、２９０万７,０００円には、庁舎で使用するコピー代等、２１３万７,０

００円が含まれてございます。 

  その下、電気料、５７６万円、水道料、３６万円につきましても、役場本庁舎で使用
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するものでございます。 

  １３節、委託料の浄化槽維持管理からエレベーター保守点検までの委託料と、３１ペ

ージのボイラー運転点検管理委託料及び非常用自家発電設備点検委託料につきましては、

役場本庁舎の設備機器等の管理運営のための委託料となってございます。 

  １４節、使用料及び賃借料の借地料、４３２万１,０００円につきましては、役場本

庁舎と庁舎駐車場等を含めた借地料でございます。 

  ３２ページ中ほどをお願いします。 

  ４目、財産管理費でございます。本年度１,２６２万３,０００円となってございます。

前年度比１３４万２,０００円の増額となってございますが、この増額につきましては、

町所有地維持管理整備事業の委託料と工事請負費による増額が主なものとなってござい

ます。 

  １２節、役務費、自動車損害保険料、３１８万９,０００円は、公用車１３５台の保

険料でございます。なお、この１３５台中には消防及び消防分団の車両も含まれてござ

います。その下の火災保険料、５１０万１,０００円につきましては、役場庁舎、集会

所、学校、消防を含む町有の建築物、１７０施設、２７７物件の火災保険料となってご

ざいます。 

  １３節、委託料でございます。町有地維持管理整備事業委託料の１０９万円につきま

しては、国の緊急雇用創出事業の交付金を活用した町有地の草刈り等整備事業でござい

ます。 

  １４節、使用料及び賃借料の借地料、１３４万６,０００円につきましては、消防ポ

ンプの隣接地、農耕センター及び旧国吉小学校運動場等１１施設の借地料でございます。 

  ３３ページをお願いします。 

  １５節、工事請負費、５９万６,０００円につきましては、現在森林組合として使用

してございます建物のエアコンが老朽化により使用できなくなったため、取りかえ工事

を行うものでございます。 

  ５目、企画費でございます。１節、報酬費、４１万４,０００円につきましては、平

成２３年度において、紀美野町長期総合計画の平成２４年度から平成２８年度までの５

年間の後期基本計画を策定することとなってございます。このため、この計画案につい

て御審議いただく審議会の委員、２３名の報酬費でございます。 

  ３４ページをお願いいたします。 
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  １３節、委託料の施設管理委託料の２,０００万円でございます。これはかじか荘の

施設管理の委託料となってございます。 

  長期総合計画策定業務委託料、７００万円、これにつきましては、平成２３年度にお

いて、紀美野町長期総合計画の後期基本計画を策定するための委託料となってございま

す。 

  次に、紀美野町道の駅基本計画策定委託料、５０万円につきましては、約３年後の開

設を予定している道の駅の整備概要を示す基本計画を策定するための委託料でございま

す。 

  １９節、負担金、補助及び交付金のうち、若者定住補助金、１,０００万円につきま

しては、過疎地域自立促進計画の変更の議案でも御提案させていただいているとおりの

ソフト事業で、若者の人口流出を防ぎ、定住を促進するために、町内の４０歳未満の方

が自宅の新築または中古住宅の購入、または３５０万円以上の経費のかかる増改築、リ

フォームに対して、定額４０万円の補助金を交付するものでございます。また、町外か

らの移住を推進するために、紀美野町に転入される４０歳未満の方の同じ行為に対して、

さらに１０万円を加算した、定額５０万円の補助金を交付するものでございます。財源

につきましては、過疎対策事業債を活用した新規事業となります。 

  ２１節、貸付金の１億２,５００万円につきましては、従来より紀美野町土地開発公

社及び紀美野町ふるさと公社において、その運営上必要な資金については、金融機関に

よる貸付金を活用してまいりました。この貸付金を町が金融機関にかわって、より低金

利の貸付を行うことにより、両公社の利子による負担の軽減を図り、経営の安定化を支

援するものでございます。このために必要な貸付金といたしまして、紀美野町土地開発

公社に１億円、紀美野町ふるさと公社に２,５００万円を貸し付けするものでございま

す。 

  ２２節、補償、補填及び賠償金の１,０００万円は、紀美野町土地開発公社の損失補

てん金でございまして、販売価格の減額によって生じた損失補てんをお願いするもので

ございます。昨年度に引き続き計上させていただいております。 

  ４０ページをお願いします。 

  中ほどの１１目、諸費でございます。１２節、役務費で、９３万９,０００円の賠償

保険料を計上してございます。これは予防接種によるトラブルや個人情報漏洩に伴う補

償、身体賠償、代物賠償に関し、対応費用のための賠償保険料として計上させていただ
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いております。 

  ４８ページを御覧ください。 

  ５項、１目、指定統計費でございます。本年度、７４万１,０００円、前年度比６９

４万７,０００円の減額となってございます。これにつきましては、平成２２年度にお

きまして、国勢調査の実施年度であったため、本年度は減額となるものでございます。 

  １節、報酬の６１万１,０００円につきましては、平成２３年度実施いたします経済

センサス調査で御協力をいただく指導員と調査員の８名の報酬費でございます。 

  以上、簡単でございますが、第２款の中の企画管財課の関係予算についての御説明と

させていただきます。 

（企画管財課 増谷守哉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務学事課長、溝上君。 

（総務学事課長 溝上孝和君 登壇） 

○総務学事課長（溝上孝和君）    それでは２款の４１ページから４２ページをお願

いします。 

  ４１ページ下、１３目、町誌編纂費の３５０万円です。めくっていただき、この主な

ものは７節、賃金と１３節、執筆委託料であります。美里町誌は合併時、第１巻を発行

し、約５年の調査を経て、先月第２巻目の印刷製本の発注をいたしました。今年１２月

中旬に発刊の予定でございます。これで美里町誌が完了したことになります。 

  簡単ですが、御説明にかえさせていただきます。 

（総務学事課長 溝上孝和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷嘉夫君 登壇） 

○税務課長（中谷嘉夫君）    それでは４２ページから４４ページということでお願

いします。 

  ４２ページを御覧ください。 

  税務課からは２款、総務費、２項、徴税費、１目、税務総務費と賦課徴収費について

御説明申し上げます。 

  税務総務費は８,３５１万円で、昨年度に比べまして３４９万３,０００円の減でござ

います。給与、職員手当、共済費を合わせて４８０万３,０００円の減、大きいのはそ

のぐらいなのですが、賃金が１３９万１,０００円の増額となっています。 
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  続きまして賦課徴収費は４,２６４万８,０００円、昨年に比べまして１,３４５万９,

０００円の増でございます。 

  主な内訳ですが、報償費の個人町民税の納期前納報奨金の廃止に伴い、７６万９,０

００円の減となっています。委託料で１,８３９万９,０００円の増額をしてございます。

これにつきましては、昨年度、国税の連携システム改修費等について、８５６万円計上

していましたが、それがなくなりまして、今年につきましては平成２２年１０月１８日

に契約しました固定資産路線価評価業務の委託契約額、２,７３０万円のうち、本年度

分として１,７３０万円、それに伴う路線価対応システム改修委託料として２１０万円、

土地評価がえ資料作成業務の委託料、１０５万円を計上しています。それから昨年度、

印刷製本費で計上していました納税通知書等の印刷委託料並びに使用料及び賃借料で計

上していました国税の連携システム利用料につきまして、今回、電算処理委託料へ一括

計上しております。 

  以上でございます。 

（税務課長 中谷嘉夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    予算書の４４ページをお願いいたします。 

  下の段のほうでございます。２款、総務費、３項、１目、戸籍住民基本台帳費でござ

います。本年度予算額、３,２６３万６,０００円でございます。対前年度比較といたし

まして、８５１万４,０００円の増額となってございます。 

  この増額の主な要因といたしましては、４５ページ、次のページでございますが、１

３節、委託料の説明欄の一番上の欄に記載しております電算システム改修委託料、１,

０５０万円でございます。これは住民基本台帳法の改正に伴う電算システムの改修費用

でございまして、前年度では計上されてなかったものでございます。 

  また、その下の１８節、備品購入費として５７万７,０００円を計上してございます

が、これにつきましては公的個人認証機器の購入費でございまして、前年度には計上が

なかったものでございます。 

  また、減額要素となったものでは２節の給料、３節の職員手当、４節の共済費でござ

いまして、合わせまして前年度比較、１８４万２,０００円の減額となってございます。 

  その他の各節内で、前年度と比べまして細かな項目で少額の増減がございますが、こ
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れらのものと合わせまして、戸籍住民基本台帳費として、前年度比較で８５１万４,０

００円の増額となったものでございます。 

  以上、簡単でございますが、１～２款の中の住民課関係の予算の説明とさせていただ

きます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

  再開は午後１時３０分からとします。 

 休 憩 

（午前１１時４０分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 １時３０分） 

○議長（美野勝男君）    町長から議案の訂正の申し出があります。 

  これを許します。 

  総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    恐れ入ります。議案書の４３ページをお願いいたしま

す。 

  先ほど御説明申し上げました議案第１２号、平成２２年度紀美野町一般会計補正予算

（第５号）の中で、４３ページの２款、総務費、１項、総務管理費、４目の財産管理費

でございます。説明のところの工事費の説明の欄でございます。旧国吉診療所解体工事

で４４２万円と、かじか荘エアコン設置で６００万円となっておりますが、金額が逆さ

までございます。国吉の解体のほうが６００万円で、かじか荘のエアコンのほうが４４

２万円というふうに振りかわっておりますので、訂正のほう、よろしくお願いを申し上

げます。 

  以上でございます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に第３款から第４款について、説明を願います。 

  保健福祉課長、山本君。 
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（保健福祉課長 山本倉造君 登壇） 

○保健福祉課長（山本倉造君）    ４９ページをお願いします。 

  ３款、４款中の保健福祉課の管轄するものにつきまして、説明いたします。 

  ３款、民生費、１項、社会福祉費、１目、社会福祉総務費は１億５３０万４,０００

円でございます。職員１０名の人件費と町社会福祉協議会補助金、２,００５万２,００

０円、民生児童委員協議会補助金、４７４万円が主なものでございます。 

  ５１ページをお願いします。 

  ３目、老人福祉費は１億４８７万７,０００円でございます。職員４名の人件費のほ

か、敬老祝い金、７１２万４,０００円、演芸委託料、５００万円を含んだ敬老会運営

費、高齢者ふれあいサロン事業委託料、３７０万円、要援護高齢者見守り事業委託料、

５１１万円、やすらぎ園負担金、１,６０６万円、老人保護措置費、２,２７４万６,０

００円が主なものでございます。 

  ５３ページをお願いします。 

  ４目、障害者福祉費は１億７,８７７万６,０００円でございます。相談支援事業負担

金の４５４万８,０００円、介護給付費・訓練等給付費などの自立支援給付費、１億６,

９６１万９,０００円が主なものでございます。 

  ５６ページをお願いします。 

  ９目、総合福祉センター管理運営費は１,２８１万９,０００円、総合福祉センターの

維持管理費でございます。 

  ５７ページをお願いします。 

  １０目、長谷毛原健康センター管理運営費は４６７万１,０００円、長谷毛原健康セ

ンターの維持管理費でございます。 

  ５８ページをお願いします。 

  １２目、介護保険事業費です。１億９,８４４万７,０００円、介護保険事業特別会計

への繰出金でございます。 

  ５９ページをお願いします。 

  ２項、児童福祉費でございます。１目、児童福祉総務費は５７９万６,０００円、職

員１名の人件費が主なものでございます。 

  ２目、児童手当費は４８万円、児童手当が遡及して発生した場合の予算措置でござい

ます。 
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  ６１ページをお願いします。 

  ４目、母子福祉費は１３万２,０００円でございます。町母子寡婦福祉会補助金が主

なものでございます。 

  ５目、保育所費は２億２,２１０万円でございます。職員２２名と臨時職員の人件費、

園児１６６名の賄い材料費、保育所の管理運営費、加えまして今年は神野保育所と野上

第２保育所の耐震補強工事、２,２８８万円と、子育て支援センターの運営費が主なも

のでございます。 

  ６５ページをお願いします。 

  ８目、子ども手当費でございます。１億１,１０９万４,０００円、３歳未満児１人当

たり月額２万円及び３歳以上１万３,０００円の支給として計上しています。 

  ６６ページをお願いします。 

  ３項、災害救助費、１目、災害救助費は９万１,０００円の計上でございます。 

  ６７ページを御覧ください。 

  ４款、衛生費でございます。保健福祉課では各種予防接種や、がん検診、妊婦検診等

を実施しています。 

  １項、保健衛生費、１目、保健衛生総務費は３億９,６８５万１,０００円、職員６名

の人件費と休日在宅当番医制度負担金の２０５万５,０００円、それに野上厚生病院へ

の負担金、３億５,７２０万１,０００円が主なものでございます。 

  ６８ページをお願いします。 

  ２目、予防費は３,５８４万円の計上です。各種予防接種に対する医師等の報償費、

１７２万８,０００円、医薬材料費、２５３万７,０００円、平成２３年度より実施する

子宮頸がん及び小児肺炎球菌ヒブワクチンの予防接種事業を含んだ予防接種委託料が３,

０１１万４,０００円となり、それらが主な経費でございます。 

  ３目、母子衛生費についてですが、８７３万５,０００円の計上です。妊婦健康診査

委託料、３９８万７,０００円をはじめ、母子保健に関する各種健診や研修事業等に要

する経費が主なものでございます。 

  ７０ページ下段をお願いします。 

  ５目、成人保健対策費は２,７１５万５,０００円、臨時職員の賃金と各種がん検診等

の委託料、１,６２０万７,０００円が主な経費となってございます。 

  以上です。 



－４９－ 

  簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 山本倉造君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    それでは予算書の５０ページを御覧ください。 

  とじ代で少し見づらいのでございますけども、一番下の行でございます。 

  ３款、民生費、１項、２目、国民年金事務費でございます。本年度予算額、４６２万

円でございます。前年度と比較いたしまして、８万１,０００円の増額となってござい

ます。 

  増額の内訳といたしましては、前年度予算と比較いたしまして、２節、給料で５万７,

０００円の増額、３節、職員手当で９,０００円の増額、４節、共済費で２万３,０００

円の増額の数値を計上しております。また、９節、旅費につきましては、本年度新規計

上で１万円の増額となってございます。１１節、需用費から１９節、負担金、補助及び

交付金までにつきましては、前年度と同額を計上させていただいております。 

  ５５ページをお願いいたします。 

  ３款、民生費、１項、社会福祉費、５目、老人医療費です。本年度予算額、１８万６,

０００円でございますが、前年度と比べまして６万３,０００円の減額となってござい

ます。これにつきましては、２０節の扶助費の減額によるものでございます。 

  ６目、重度身心障害者医療費で、本年度予算額、９,５７７万円でございます。対前

年度比較といたしまして、５０６万１,０００円の減額でございますが、主な減額要因

といたしましては、２０節、扶助費の減額推計によるものでございます。 

  ７目、子ども医療費でございますが、本年度予算額、２,０６０万７,０００円でござ

います。対前年度比、２３６万９,０００円の減額となってございます。 

  主な減額要因といたしましては、５６ページをお願いいたします。１３節、委託料で、

前年度は中学生までを対象とするため、電算システムの改修委託料を計上させていただ

いておりましたが、本年度はそれがないため、委託料で、前年度より１７４万２,００

０円減額の１２７万１,０００円となっておりますことと、２０節、扶助費で、６０万

８,０００円減額の１,９３２万６,０００円となっていることが、減額の主な要因でご

ざいます。 

  ８目、ひとり親家庭医療費につきましては、本年度予算額、７３７万５,０００円、
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対前年度比較といたしまして、１０１万６,０００円の増額となってございます。増額

要因といたしましては、２０節、扶助費の増額によるものが主なものでございます。扶

助費の増額の理由といたしましては、対象者数の増によるものでございます。 

  予算書の５８ページをお願いいたします。 

  ３款、民生費、１項、１１目、国民健康保険事業費でございますが、本年度予算額、

９,６２４万１,０００円で、対前年度比較、３,９４５万９,０００円の減額となってご

ざいます。これは２８節、繰出金で減額となっているためでありまして、この減額要因

につきましては、本年度におきましては法定外繰入を減らすために、国民健康保険財政

調整基金から４,０００万円を国保会計に繰り入れておることが大きな要因でございま

す。 

  １３目、後期高齢者医療費でございますが、本年度予算額、２億５,８６３万３,００

０円を計上させていただきました。対前年度比較といたしまして、７８３万２,０００

円の増額となってございます。これは１９節の負担金、補助及び交付金で、予算書計上

額が、前年度より４万１,０００円減の２２１万７,０００円となっておりますことと、

２８節、繰出金で、予算書計上額が、前年度より７８７万３,０００円増額の２億５,６

４１万６,０００円となっていることでございます。トータルといたしまして、１３目

で７８３万２,０００円の増額となったものでございます。なお、２８節、繰出金の２

億５,６４１万６,０００円の内訳といたしましては、事務費分が１,１９７万１,０００

円、保険基盤安定制度分が５,２１１万５,０００円、療養給付費分が１億７,６４４万

３,０００円、職員給与分が１,５８８万７,０００円となってございます。 

  １４目、老人保健事業費につきましては、平成２３年度より特別会計が廃止されます

ので、予算計上はございません。 

  ６７ページをお開きください。 

  ４款、衛生費、１項、１目、保健衛生総務費でございます。この目内の住民課関係予

算について、御説明を申し上げます。 

  １９節をお願いいたします。１９節、負担金、補助及び交付金で、説明欄の一番上の

海南海草食品衛生協会の負担金、３万６,０００円を計上しておりますが、これにつき

ましては例年同様の計上となってございます。また、上から３段目の厚生病院への交付

金、３億５,７２０万１,０００円でございますが、これは国から交付されます厚生病院

に対しましての交付税を、そのまま野上厚生病院に支出するものでございます。 
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  ６９ページを御覧ください。一番下の行でございます。 

  ４目、環境衛生費でございます。本年度予算額、６,５６８万６,０００円でございま

して、対前年度比較といたしまして、４,２１８万６,０００円の減額となっております。 

  主な減額要因といたしましては、次のページの１９節、負担金、補助及び交付金で、

前年度より２０９万８,０００円減の１,１４４万５,０００円となっております。これ

は五色台の運営負担金及び建設負担金が減額となったことによるものでございます。 

  また、２８節、繰出金で、美里簡水・野上簡水の特別会計の繰出金が、前年度と比べ

まして３,９６５万６,０００円の減額で、１,９１８万５,０００円となったことが主な

要因でございます。 

  ７２ページをお願いいたします。 

  ４款、衛生費、１項、保健衛生費、６目、公害対策費です。本年度予算額、５８万７,

０００円でございますが、前年度より４,０００円の減額となっております。これは１

１節、需用費の燃料費で、前年度より４,０００円減の１万８,０００円となったためで

ございます。 

  ７目、診療諸費で、本年度予算額、１,１５４万６,０００円でございますが、前年度

比、１,５４４万９,０００円の減額となってございます。この主な要因といたしまして

は、２８節、繰出金の国民健康保険診療事業特別会計繰出金の減額によるものでござい

まして、その減額の理由につきましては、診療所事業特別会計におけます人件費の減額

が主な要因でございます。 

  ４款、衛生費、２項、１目、清掃総務費でございます。本年度予算額、１億５,５６

９万３,０００円で、前年度と比較いたしまして６３万１,０００円の増額となってござ

います。 

  主な増額要因といたしましては、少しとじ代で見づらいのですが、１９節、負担金、

補助及び交付金で、説明欄の一番上の海南海草衛生組合の負担金で、前年度と比べまし

て３４６万５,０００円増の１億３,０１３万６,０００円となっております。これは施

設の機器の老朽化による修繕料がふえたためでございます。 

  また、同じ１９節の中の説明欄、次のページの７３ページでございますが、上から３

行目の紀の海広域施設組合負担金で、前年度より２８０万１,０００円減額の２,４８９

万９,０００円が計上されておりますが、これらの増減が主な理由でございます。 

  ２目、塵芥処理費でございますが、本年度予算額、１億５,４３４万５,０００円、前
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年度比較、２,１５４万１,０００円の減額でございます。減額要因につきましては、前

年度と比べまして大きな増減があったものにつきまして、御説明を申し上げます。 

  １１節、需用費で、前年度より１５７万６,０００円減額の９２９万８,０００円とな

ってございますが、これは消耗品費が前年度より１５４万１,０００円減額の６３９万

９,０００円となったことによるものでございます。これは、ごみ袋の入札による実績

によります作成単価の減額によるものでございます。１３節、委託料で、前年度より１

３２万２,０００円減額の１億１,０１０万４,０００円となってございます。７４ペー

ジの１５節、工事負担費が前年度より１,８７１万７,０００円減額の２,０００万円と

なってございます。これは前年度で計上されておりました美里区域の塵芥処理場整備工

事費がなくなったためでございます。 

  他の項目につきましては少額の増減はございますが、ほぼ例年と大差はございません。 

  以上、簡単でございますが、２款、３款内の住民課関係の予算説明とさせていただき

ます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務学事課長、溝上君。 

（総務学事課長 溝上孝和君 登壇） 

○総務学事課長（溝上孝和君）    ６０ページをお願いします。 

  ３款、民生費、２項、児童福祉費、３目、青少年対策費でございます。この目は町民

一斉清掃、児童生徒の登下校時の巡回パトロール、声かけ運動、春・秋のハイキング、

夏の子どもを守る運動、社会を明るくする運動など、青少年の育成活動や非行防止活動

が主なものであります。予算は１,６３４万６,０００円であり、主な内容は職員１名の

人件費、青少年センター長の報酬費、夏まつり等の補助金であります。 

  ６４ページをお願いします。 

  ６目、児童館運営費でございます。この目は、町内の５つの児童館の運営費です。３

人の児童更生員、５人の児童更生指導員の報酬等、子どもまつりが主なものでございま

す。料理教室や読書や遊びの広場等の移動図書館、児童館を含む子どものための事業で

す。予算は６１７万円であります。 

  ６５ページをお願いします。 

  ７目、学童保育費であります。５９６万４,０００円で、内容といたしましては、町

内２つの学童保育所の運営費でございます。指導員５名の賃金が主なものであります。
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前年度比、１１６万７,０００円の増額につきましては、指導員が１名増加したもので

ございます。 

  以上です。 

（総務学事課長 溝上孝和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    ７４ページをお願いします。 

  ４款、衛生費、２項、清掃費、３目、し尿処理費でございます。本年度予算、２,１

０３万７,０００円の予算をお願いするものであります。事業内容は、合併浄化槽普及

のための補助金でございます。前年度と同じ５人槽で３０基、６～７人槽で１８基、８

～５０人槽で２基、合計５０基を見込んでおります。 

  以上です。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に第５款から第６款について、説明を願います。 

  産業課長、中尾君。 

（産業課長 中尾隆司君 登壇） 

○産業課長（中尾隆司君）    それでは５款、６款の産業課所管の予算について、説

明をさせていただきます。 

  ７５ページをお願いいたします。 

  ５款、農林水産業費、１項、農業費、１目、農業委員会費でございます。本年度、２,

１１６万６,０００円で、内容につきましては農業委員会及び農業年金業務にかかる経

費でございます。農業委員報酬、職員給与２名分の人件費及び事務にかかる必要経費が

主なものでございます。前年度比較につきまして、５２万１,０００円の減額となって

おりますが、これにつきましては職員手当及び需用費の減額に伴うものが主なものでご

ざいます。 

  ７６ページをお願いします。 

  ２目、農業総務費でございます。農業全般にかかる経費でございます。本年度、３,

１９１万６,０００円で、内容につきましては職員給与４名分の人件費、事務にかかる

必要経費と農業関係団体への負担金・補助金でございます。前年度比で７２５万７,０

００円の減額となっておりますが、これにつきましては、一般職員の人件費での減少に
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伴うものが主なものでございます。 

  ７７ページをお願いいたします。 

  ３目、農業振興費でございます。農業の振興に関する全般にかかる経費でございます。

本年度、８,１１６万円で、内容につきましては、農業関係施設である産品加工所、高

齢者創作館、雨山の郷公園の管理運営にかかる経費及び中山間地域直接支払交付金事業、

農業経営支援事業補助金にかかる経費が主なものでございます。前年度比較、７８４万

２,０００円の増額になっておりますが、これにつきましては臨時雇用の賃金及び補助

金において、また農業経営支援事業、中山間地域直接支払事業、農作物鳥獣害対策強化

事業補助金の増額に伴うものが主なものでございます。 

  ８１ページをお願いいたします。 

  ５款、２項、林業費、１目、林業総務費でございます。林業関係全般にかかる経費で、

森林整備関係、山村振興関係の経費でございます。本年度、６,２５８万５,０００円で、

内容につきましては職員給与４名分の人件費、各種委託事業、関係団体への負担金・補

助金が主なものでございます。前年度に比べまして１,２３８万７,０００円の増額とな

っておりますが、これにつきましては、職員の人件費等の増加分及び委託料の増加が主

なものであります。 

  主要なものとして、委託料で移住交流・田舎暮らし支援事業委託料で７３８万４,０

００円、間伐・里山再生加速化事業委託金で７１０万円、美しい郷づくり事業委託料で

３３３万円を計上しております。 

  ８３ページをお願いいたします。 

  ２目、林道維持費でございます。産業課関係では、委託料で緊急雇用創出事業にかか

る里山環境保全整備事業で、１７０万円を計上させていただいてございます。 

  ８５ページをお願いいたします。 

  ５款、３項、水産業費、１目、水産業振興費では、貴志川漁協に関する経費でござい

ます。本年度、９３５万円で、前年度比較、４９万円の減額であります。主な内容は、

委託料及び補助金の減額でございます。 

  ６款、商工費、１項、商工費、１目、商工振興費でございます。主なものは職員給与、

１名分の人件費及び紀美野町商工会、シルバー人材センターへの団体補助が主な経費と

なっております。本年度、２,３１２万１,０００円で、前年度比較で２０万６,０００

円の減額となってございますが、これにつきましては主に補助金の減額に伴うものでご
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ざいます。新規といたしまして、商工会補助金の中に、買い物弱者対策補助金が含まれ

ております。 

  ８６ページをお願いします。 

  ２目、観光費でございます。観光施設の維持管理及び観光維持等の事業に関する経費

が主なものです。本年度、２,９１５万円で、前年度比較、１,５２５万１,０００円の

増額になっております。これにつきましては、新年度において生石高原登山者駐車場整

備事業関係経費を計上させていただいているためでございます。自然的観光資源である

生石高原を活用したまちづくりを推進するため、マイカー登山者の駐車場整備を行う計

画でございます。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

（産業課長 中尾隆司君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    それでは７８ページをお願いします。 

  ５款、４目、耕地総務費です。本年度予算、９,０８５万３,０００円を予算計上して

おります。主なものは、５人の職員の給料や手当等でございます。 

  ７９ページの１９節、負担金、補助及び交付金としては、主に県営農道山畑地区の負

担金、２,４５０万円で、本年度は１億４,７００万円の工事費を計画していただいてお

ります。 

  ２８節、繰出金、１,７４９万２,０００円でございます。これは農業集落排水事業特

別会計への繰出金でございます。 

  ５目、農業施設維持費です。本年度予算、６５０万円を予算計上しております。事業

内容は、１５節、工事請負費で、農道や水路、ため池等の補修工事として３５０万円を

お願いするものであります。また、１６節、原材料支給として、生コンクリート、Ｕ字

溝、用水用のパイプ等の支給として、予算３００万円を計上しております。 

  ８３ページをお願いします。 

  ５款、２項、２目、林道維持費です。本年度予算、７４７万２,０００円を予算計上

しております。事業内容の主なものは、７節、賃金で、切り取り法面等の崩土の取り除

きや側溝・路面の整備等にかかる予算、２７７万２,０００円と、次の８４ページをお

願いします。１３節、委託料で、雑草等刈り取りについては、旧野上管内の林道２路線
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分で、２３万３,０００円を予算計上しております。 

  １５節、工事請負費で、林道の維持補修工事や毛原勝谷線路面補修工事等にかかる予

算、１９０万円と、１６節、原材料費ですが、道路維持補修にかかる材料、アスファル

ト補修用のレミファルトや冬場の路面凍結防止剤の予算として３０万円をお願いするも

のでございます。 

  ３目、林道整備事業です。本年度予算、４,３９９万円を予算計上しております。主

な内容は、職員１名の人件費と、８５ページの１５節、工事請負費の林道毛原下滝ノ川

線開設工事にかかる３,８４８万２,０００円でございます。延長１２０メートルの開設

を予定しており、本年度で完成の見込みとなっております。 

  以上です。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    地籍調査課長、温井君。 

（地籍調査課長 温井秀行君 登壇） 

○地籍調査課長（温井秀行君）    ７９ページをお開き願います。 

  ５款、１項、６目、地籍調査事業の内容でございます。今年度は１億１,２４１万５,

０００円でお願いするものでございます。現地調査地区は３地区、箕六地区の一部、上

ヶ井地区の一部、鎌滝地区の一部を実施をいたします。前年度に比べまして７２８万６,

０００円の減額でございます。 

  主な内容は、職員７名分の人件費等でございます。節２、給料、節３、職員手当等、

次のページ、８０ページをお願いいたします。節４、共済費でございます。前年度に比

べまして９１８万２,０００円の減額でございます。これは人事異動による配置変えと

人事院勧告による内容差額分の合計額でございます。 

  節１２、役務費です。地権者等現地傷害保険の加入をいたします。前年度、当町は未

加入でしたので、４１万２,０００円の増額となります。 

  節１３、委託料でございます。本年度現地調査、３地区でございます。前年度は２地

区でございましたので、１地区多い分、１９６万９,０００円増額となります。 

  その他、報酬、需用費、備品購入費等少額の増減がありますが、各節に記載をさせて

いただいた内容で、よろしく御審議をお願い申し上げます。 

（地籍調査課長 温井秀行君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に第７款から第８款について、説明を願います。 
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  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    それでは８８ページをお願いします。 

  ７款、１項、１目、土木総務費です。本年度予算、２,９５８万円を予算計上してお

ります。主な内容ですが、２節、給料で、職員３名分の人件費でございます。 

  ８９ページをお願いします。 

  １４節、使用料及び賃借料として、道路敷地３路線分の借地料や土木積算システム機

械借り上げ等で２５８万４,０００円をお願いするものでございます。 

  １９節、各種協議会の分担金、負担金として、１２５万７,０００円をお願いするも

のであります。 

  ９０ページをお願いします。 

  ７款、２項、１目、道路橋りょう維持費です。本年度予算、２,２０５万５,０００円

を予算計上しております。事業の主なものは、７節、賃金で、町道の維持管理作業によ

る崩土や側溝の土砂取り除き等にかかる費用として、２７７万２,０００円をお願いす

るものであります。 

  １３節、委託料で５６６万４,０００円の予算を計上しております。これにつきまし

ては、町道の草刈り費用や町道の維持工事に伴う測量設計委託業務費と橋りょう長寿命

化修繕に伴う点検調査の委託費をお願いするものでございます。 

  １４節、使用料及び賃借料で、維持管理作業に伴う重機借上料として、４５万８,０

００円をお願いしております。 

  １５節、町道の維持修繕及び舗装生活関連工事として１,０００万円と、１６節、維

持補修に必要な生コンクリート、路面凍結材等の原材料費として、３３０万円を予算計

上しております。 

  ２目、道路橋りょう新設改良工事でございます。本年度予算、２億４,０４０万６,０

００円を予算計上しております。予算の内容ですが、２節、給料で、職員４名分の給料

や諸手当を予算計上しております。 

  ９１ページをお願いします。 

  １３節、委託料、６８０万円を計上しております。これにつきましては、町道や河川、

３路線の測量設計委託業務費や毛原勝谷線の土地建物調査委託にかかるものでございま

す。 
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  ９１ページから９２ページをお願いします。 

  １５節、工事請負費については１億９,７５１万５,０００円を計上しております。前

年度で完成路線もありますが、新たに神野保育所付近への連絡道路として、町道神原線

や文化センターへの進入道路として、神野市場福田線改良工事をお願いするものでござ

います。 

  １７節、公有財産購入費ですが、町道南線道路改良工事に伴う用地買収費の一部や、

１２節、建物の補償費の一部を予算計上しております。 

  ９３ページをお願いします。 

  ７款、４項、１目、公園費です。本年度予算、４７万５,０００円を予算計上してお

ります。事業内容につきましては、くすのき公園の維持管理費でございます。１２節、

役務費で、浄化槽法定検査及び清掃手数料等で２５万１,０００円、１３節、委託料で、

トイレの清掃管理費で５万５,０００円をお願いするものでございます。 

  ９４ページをお願いします。 

  ７款、５項、１目、建設残土処理費です。本年度予算、４,９６４万８,０００円を予

算計上しております。事業内容としては、海南市・紀美野町内で、主に公共工事の工事

から発生する残土を適正に処理し、公共工事の円滑な運営に資することを目的にしてお

ります。１３節、委託料で、残土処分を受け入れたものを敷き均しや転圧をしていただ

く作業や管理棟で搬入車両の重量の計測や伝票管理、また搬入路の塵埃防止の散水作業

等で、１,３３３万円を計上しております。 

  １５節、工事請負費については３,５００万円を計上しております。処理場下流域の

福田地区の河川の改修工事を計画しております。 

  以上、簡単ですが、予算の説明とさせていただきます。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、増谷君。 

（企画管財課長 増谷守哉君 降壇） 

○企画管財課長（増谷守哉君）    それでは９２ページを御覧ください。 

  ７款、３項、住宅費でございます。本年度、８１２万１,０００円となってございま

す。 

  ９３ページをお願いします。１１節、需用費で、修繕料、２００万円の計上でござい

ます。これは町営住宅の雨漏りや老朽化に伴います修繕費用でございます。昨年度と同
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額を計上してございます。 

  １４節、使用料及び賃借料で、借地料として５５５万２,０００円を計上いたしてお

ります。これは町営住宅１５団地の借地料でございます。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（企画管財課長 増谷守哉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    消防長、家本君。 

（消防長 家本 宏君 登壇） 

○消防長（家本 宏君）    ９４ページをお開きください。 

  ８款、消防費、１項、消防費、１目、常備消防費と２目、非常備消防費、３目、水防

費について、簡単に御説明をさせていただきます。 

  １目、常備消防費についてでございますが、前年度に比べまして７,７７０万２,００

０円の増額で、３億５,２０９万７,０００円の要望でございます。 

  ９６～９７ページをお開きいただきたいと思います。 

  増額に至りました主な要因といたしまして、１８節、備品購入費、５,６１０万円で

ございますが、主といたしまして、水槽つきのポンプ自動車更新に伴う予算要望でござ

います。 

  １９節、負担金、補助及び交付金のうち、消防救急無線デジタル化の負担金、４０１

万６,０００円を計上させていただいておりますが、こういったものが主だったもので

ございます。 

  ２目、非常備消防費でございますが、前年に比べまして３００万４,０００円減額の

６,０１５万円でございます。減額の主な要因といたしまして、２年に１回開催されま

す和歌山県ポンプ操法大会が昨年７月２５日に当町において開催されましたが、本年度

は開催されませんので、それに伴う負担金等の減額によるものが主な要因でございます。 

  ９９ページをお開きください。 

  ３目、水防費でございますが、２７万円の減額でございます。備品購入費の減額が主

なものでございます。 

  以上、簡単でございますが、御説明とさせていただきます。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に第９款から最後まで、説明を願います。 

  総務学事課長、溝上君。 
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（総務学事課長 溝上孝和君 登壇） 

○総務学事課長（溝上孝和君）    ９９ページをお願いします。 

  ９款、教育費でございます。１目、教育委員会費でございます。この目は教育委員４

名の報酬が主なものでございます。予算は１３０万２,０００円であります。 

  次のページをお願いします。 

  ２目、事務局費です。この目は教育長及び総務学事課職員の人件費が主なもので、予

算は８,５２２万５,０００円であります。 

  １０１ページをお願いします。 

  ３目、教育諸費でございます。この目は児童生徒や教職員の健康、医療、スクールバ

スの運行、外国人指導助手の費用、小中学校の共通部分の運営費や負担金等モデル事業

研究会の補助金、学校教育支援員の費用、特別支援教育の通学費、休校している学校の

管理費が主なもので、予算は４,２２０万２,０００円でございます。 

  １０４ページの下段をお願いします。 

  ２項、小学校費、１目、学校管理費であります。この目は４つの小学校の管理費です。

小学校の児童数は３９５人で、昨年より３５人の減でございます。予算は４,９２６万

円で、主なものは人件費と需用費でございます。 

  １０６ページをお願いします。 

  ２目、教育振興費であります。この目は児童の就学援助等保護者負担の軽減や教材の

充実を図るもので、予算は１,０２２万１,０００円で、主なものは教材用備品、扶助費

でございます。 

  １０７ページをお願いします。 

  ３項、中学校費の１目、学校管理費でございます。この目は３つの中学校の管理費で

す。中学校の生徒数は２３２人で、昨年と同数でございます。予算は２,２０２万５,０

００円でございます。主なものは人件費、需用費でございます。 

  １０８ページをお願いします。 

  ２目、教育振興費であります。この目は生徒の就学援助等保護者負担の軽減や教材の

充実を図るもので、予算は６９７万４,０００円です。主なものは教材用備品や指導書、

教科書と扶助費でございます。 

  １１３ページをお願いします。 

  ４項、社会教育費、５目、文化財保護費で１３万２,０００円です。この目は文化財
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審議委員の報酬と文化財保護の補助金が主なものでございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（総務学事課長 溝上孝和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    生涯学習課長、新田君。 

（生涯学習課長 新田千世君 登壇） 

○生涯学習課長（新田千世君）    それでは予算書の１０９ページをお願いいたしま

す。 

  ４項、社会教育費、１目、社会教育総務費でございます。３,０６４万１,０００円を

計上させていただいております。これは非常勤職員である社会教育委員及び社会教育指

導員の報酬、一般職員４名の人件費が主なものでございます。 

  １１０ページをお願いいたします。 

  ２目、生涯学習振興費に３７２万４,０００円を計上してございます。これは生涯学

習振興のための各種教室、講座、家庭教育学級、高齢者学級等の講師の謝礼、それから

町民癒しのコンサートの委託料、町民大学講座、文化祭等の補助金が主なものでござい

ます。 

  ３目、公民館費といたしまして、１,７９１万５,０００円を計上してございます。こ

れは中央公民館、小川地区公民館、志賀野地区公民館、３款の施設維持管理費、運営費

と非常勤職員の公民館主事等の報酬、それから各図書室の図書の購入費、それと花いっ

ぱい運動の補助金が主なものでございます。 

  １１２ページをお願いいたします。 

  ４目、人権教育費といたしまして、８８５万３,０００円を計上してございます。こ

れは人権教育の推進及び啓発のための職員の人件費、それから人権委員会への啓発委託

料が主なものでございます。 

  １１３ページをお願いいたします。 

  ６目、新子どもプラン事業費といたしまして、９５万３,０００円を計上しておりま

す。これは放課後子ども教室ふれあいルーム事業費と地域の教育力を活用いたしまして、

子どもたちが合宿しながら学校へ通うための通学合宿の事業費でございます。 

  ７目、みさと天文台管理運営費といたしまして、３,６２１万６,０００円を計上して

おります。これは職員３名の人件費、天文教室イベント等の謝礼、施設の維持管理費が

主なものでございます。 
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  １１５ページをお願いいたします。 

  ８目、セミナーハウス未来塾管理運営費といたしまして、３２５万円を計上してござ

います。これは指定管理者に支払う施設管理委託料が主なものでございます。 

  ９目、文化センター管理運営費といたしまして、１,６９４万９,０００円を計上して

ございます。これは臨時雇用の人件費、文化振興事業委託料、図書室の図書の購入費、

それと施設の維持管理費が主なものでございます。 

  １１６ページから１１７ページをお願いいたします。 

  １０目、真国区民センター管理運営費といたしまして、１６５万９,０００円を計上

しております。これは施設の維持管理費でございます。 

  １１７ページをお願いします。 

  １１目、自然体験世代交流センター管理運営費といたしまして、３４５万９,０００

円を計上してございます。これは臨時職員の賃金及び施設の維持管理費でございます。 

  １１８ページをお願いいたします。 

  １２目、共育コミュニティ事業費といたしまして、１６０万５,０００円を計上させ

ていただいております。この事業は平成２０年度に国の委託事業といたしまして、県の

推奨を受け、開始いたしました。本年度、平成２３年度からは、国県町それぞれ３分の

１の負担といたしまして実施する事業です。内容を簡単に申しますと、学校・家庭・地

域がお互いに協力しながら子どもを育てるため、学校を拠点として子どもたちのために

取り組んでいく事業でございます。 

  ５項、保健体育費、１目、保健体育総務費といたしまして、１,６７７万円を計上し

てございます。これは非常勤職員である体育指導員の報酬及び一般職員２名の人件費、

それと国体に向けました取り組みのための経費と各種大会補助金が主なものでございま

す。 

  １１９ページから１２０ページをお願いいたします。 

  ２目、体育施設管理運営費といたしまして、２,１２２万４,０００円を計上しており

ます。これは農村センターの臨時職員の賃金及びスポーツ公園、武道館、農村センター

等の施設の維持管理費が主なものでございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（生涯学習課長 新田千世君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、山本君。 
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（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    １２１ページをお願いします。 

  １０款、１項、公共土木施設災害復旧費です。本年度予算、１２万円を予算計上して

おります。この課目につきましては、いつ起こるかもわからない災害に備えての科目設

定でございます。 

  １０款、２項、農林水産施設災害復旧費です。１目、農地農業用施設災害復旧費、２

目、林業施設災害復旧費についても、科目設定でございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    同じく１２１ページをお願いいたします。 

  １１款、公債費、１項、１目の元金で１２億２,２６６万９,０００円、前年度に比し

まして２,６９７万４,０００円の増でございます。長期の元金の償還金でございます。 

  ２目、利子でございます。１億８,６２３万７,０００円で、１,６３１万２,０００円

の前年よりの減でございます。これも償還の利子分でございます。一時借入金の利子も

含めております。 

  １２２ページをお願いします。 

  １２款、諸支出金、１項、基金費のそれぞれの積立金でございます。 

  １目、財政調整基金費では１７３万１,０００円、２目、減債基金費では３万４,００

０円、３目、ふるさと創生基金費では７,０００円、４目、土地開発基金費では９万８,

０００円、５目、河川浄化推進事業基金費では１１万１,０００円、６目、美里の湯か

じか荘基金費では１,０００円、７目、水産業振興基金費では２,０００円、８目、上芝

貞雄文化・教育振興基金費では９万２,０００円、９目、地域振興基金費では３万４,０

００円、１２３ページをお願いします。１０目、地上デジタル放送中継施設基金では２

６万６,０００円、１１目、合併振興基金では１億３,７４７万６,０００円、１２目、

ふるさとまちづくり応援基金では１０万１,０００円で、それぞれ積み立てるものでご

ざいます。 

  １３款、予備費は、前年度と同じ１,０００万円を計上させていただいております。 

  ７ページに戻っていただきたいと存じます。 
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  第２表、地方債でございます。 

  起債の目的の一般単独事業債での限度額は１億９,２４０万円でございます。続いて

辺地対策事業債では、限度額が１億５０万円でございます。過疎対策事業債では２億４,

３７８万１,０００円、臨時財政対策債では２億７,０７４万円の限度額の設定でござい

ます。 

  起債の方法でございます。普通貸借、または証券発行でございます。 

  利率につきましては３.５％以内でございます。ただし、利率見なし方式で借り入れ

る政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後において

は、当該見直し後の利率となります。 

  償還の方法、政府資金については、その融資条件により銀行、その他の場合には、そ

の債権者と協定するものによります。ただし、町財政の都合により、据置期間及び償還

期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借りかえすることができるものでござい

ます。 

  以上、説明とさせていただきます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で説明が終わりましたが、説明漏れ等ございませんか。 

◎日程第２３ 議案第２０号 平成２３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算につ 

              いて 

◎日程第２４ 議案第２１号 平成２３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予 

              算について 

◎日程第２５ 議案第２２号 平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第２３、議案第２０号、平成２３年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計予算について、日程第２４、議案第２１号、平成２３年度紀美野町

国民健康保険診療所事業特別会計予算について及び日程第２５、議案第２２号、平成２

３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    予算書の１３１ページを御覧ください。 
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  議案第２０号、平成２３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算。 

  平成２３年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計の予算は次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１４億８,９０４万１,０００円と定

める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  （歳入歳出予算の流用） 

  第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でこれらの経費の各項の間の流用 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １３８ページをお開きください。 

  歳入でございます。 

  １款、国民健康保険税、１項、１目、一般被保険者国民健康保険税でございます。本

年度予算、２億１,４９５万６,０００円で、対前年度比較、１,６７３万５,０００円の

減額となってございます。主な減額要因といたしましては、被保険者数の減少と所得の

低迷によるものでございます。１節、医療給付費分現年課税分から５節、後期高齢者支

援金分現年課税分まで、すべて前年度より減額となってございます。６節、後期高齢者

支援金分滞納繰越分だけ、わずかでございますが、増額推計となっているところでござ

います。 

  ２目、退職被保険者等国民健康保険税では、本年度予算額、３,０２３万４,０００円

でございまして、前年度比といたしまして、８万３,０００円の減額となってございま

す。退職被保険者数はほぼ同じでございます。１節の医療給付費分現年課税分では、前

年度より３２万６,０００円の増額の１,９８３万２,０００円となってございますが、

２節、介護納付金分現年分から４節の介護納付金分滞納繰越分までは、少額でございま

すが、前年度より減額となってございます。５節、後期高齢者支援金分現年課税分につ

いては、ほぼ前年度と変わりはございません。 

  １３９ページを御覧ください。 
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  国保税の合計といたしましては、本年度予算額、２億４,５１９万円で、前年度に比

べまして１,６８１万８,０００円の減額となってございます。 

  ２款、使用料及び手数料、１項、手数料、１目、督促手数料につきましては、前年度

と同額の１,０００円を計上しております。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、療養給付費等負担金でございます。本

年度予算額、２億５,１１４万６,０００円で、前年度比較、１,２０３万９,０００円の

減額となってございますが、これは被保険者の減少によるものでございます。 

  ２目、高額医療費共同事業負担金につきましては、本年度予算額、１,３０２万８,０

００円で、前年度より１０万９,０００円の減額でございます。 

  ３目、特定健康診査等負担金につきましては、本年度予算額、１２４万１,０００円

で、前年度より７０万３,０００円の減額でございます。これは特定健診事業費の減額

によるものでございます。 

  ３款、国庫支出金、２項、国庫補助金、１目、財政調整交付金で、本年度予算額、１

億３,５４０万円で、対前年度比、２,０００万円の減額となってございます。 

  ２目、介護従事者処遇改善臨時交付金につきましては、平成２２年度から始まった制

度でございまして、本年度は２７万円を計上しております。 

  １４０ページを御覧ください。 

  ３目、出産育児一時金補助金でございます。本年度予算額、２４万円でございます。

前年度より６万円減額となってございますが、本年度は前年度より３件少ない１２件で

計上したためでございます。 

  ４款、療養給付費等交付金、１項、１目、療養給付費等交付金でございます。この交

付金は退職者医療制度の創設により、各被保険者からの拠出金が原資となった交付金で

ございますが、本年度予算額、７,６８５万１,０００円、前年度より４０２万８,００

０円の減額となってございます。 

  ５款、前期高齢者交付金、１項、１目、前期高齢者交付金でございますが、本年度予

算額、３億８,４８６万６,０００円で、前年度より５,０９４万７,０００円の増額とな

ってございます。 

  ６款、県支出金、１項、県負担金、１目、高額医療費共同事業負担金で、本年度予算

額、１,３０２万８,０００円で、前年度と比べまして１０万９,０００円の増額となっ

てございます。 
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  ２目、特定健康診査等負担金で、本年度予算額、１２４万１,０００円で、前年と比

べまして７０万３,０００円の減額となってございます。これは事業費の減によるもの

でございます。 

  １４１ページを御覧ください。 

  ６款、県支出金、２項、県補助金、１目、県補助金で、本年度予算額、５,１０８万

５,０００円で、前年度より１７５万９,０００円の減額となってございますが、これは

１節、財政対策補助金で、前年度より２５万円増額の５５０万円となってございますけ

れども、２節の県調整交付金で、前年度より２００万９,０００円減額の４,５５８万５,

０００円となっているためでございます。 

  ７款、共同事業交付金、１項、１目、共同事業交付金で、本年度予算額、１億７,８

０９万７,０００円で、前年度より８０２万６,０００円の減額となってございます。こ

れは共同事業交付金で、前年度より２１万９,０００円減額の２,６０５万６,０００円、

保険財政共同安定化事業交付金で、前年度より７８０万７,０００円減額の１億５,２０

４万１,０００円となったことによるものでございます。 

  ８款、財産収入、１項、財産運用収入、１目、利子及び配当金でございますが、これ

は財政調整基金の預金利子でございます。本年度予算は５万５,０００円、前年度と比

較いたしまして６万５,０００円の減額でございますが、これは基金残高の減少による

ためでございます。 

  ９款、諸収入、１項、延滞金及び過料、１目、延滞金でありますが、昨年度並みの１

万円の計上となってございます。 

  ９款、諸収入、２項、雑入、１目、第三者納付金及び２目、雑入につきましては、そ

れぞれ前年度と同額の１００万円と５万円を計上してございます。 

  １４２ページをお願いいたします。 

  １０款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金でございます。本年度予算額、９,６

２４万１,０００円でございまして、前年度と比較いたしまして、３,９４５万９,００

０円の減額となってございます。内訳といたしましては、１節、一般会計繰入金で、対

前年度比、３,９１５万９,０００円減額の５,０８４万１,０００円、２節、保険基盤安

定繰入金で、対前年度比、３０万円減額の４,５４０万円となっております。 

  ２目、財政調整基金繰入金につきましては、前年度より３,０００万円増額の４,００

０万円が本年度予算額となってございます。 
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  １１款、繰越金、１項、１目、繰越金でございますが、前年度と同額の１,０００円

の計上でございます。 

  続きまして歳出の説明をさせていただきます。 

  １４３ページを御覧ください。 

  １款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費でございます。本年度予算額、

６８０万２,０００円でございます。前年度比較、２３万７,０００円の減額となってお

ります。主なものは３節、職員手当等で、前年度より２０万５,０００円減額の７０万

３,０００円となったことでございます。１１節、需用費から１９節、負担金補助及び

交付金については少額の増減となってございますが、ほぼ前年度と変わってございませ

ん。 

  １款、総務費、２項、徴税費、１目、賦課徴収費でございます。本年度予算額、２０

９万２,０００円でございます。前年度比較、１万円の減額となってございます。 

  １４４ページをお願いいたします。 

  １款、総務費、３項、１目、運営協議会費でございます。これは国民健康保険運営協

議会にかかる予算でございます。本年度予算額、９万４,０００円、前年度より４,００

０円の減額となってございますが、これは１１節、需用費、１２節、役務費、それぞれ

前年度より２,０００円ずつ減額の２,０００円を計上していることによるものでござい

ます。 

  ２款、保険給付費、１項、一般被保険者療養諸費、１目、療養給付費でございます。

本年度予算額、８億１,８００万円を計上しておりますが、これにつきましては平成２

２年度の実績見込み額より推計した額でございまして、対前年度比較といたしまして、

５００万円の減額となってございます。 

  ２目、療養費でございますが、本年度予算額、１,９００万円で、前年度と比べまし

て１９０万円の減額となってございます。 

  １４５ページをお願いいたします。 

  ２款、保険給付費、２項、退職被保険者療養諸費、１目、療養給付費でございます。

本年度予算額、６,５００万円で、対前年度比較、４００万円の減額でございます。 

  ２目、療養費につきましては、前年度と同額の１５０万円の計上でございます。 

  ２款、保険給付費、３項、１目、審査支払手数料でございます。本年度予算、４１０

万７,０００円でございまして、前年度比較、１２３万１,０００円の増額となってござ
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います。これは平成２３年度からレセプトの電子化に伴い、前年度まではレセプトの２

次審査等は町が業者委託を行い、執行しておりましたが、本年度より国保連合会に２次

審査等も委託することとなったため、疾病予防費の委託料の中で計上していたものを本

目の委託料に移行したことが、委託料の増額となったものでございます。 

  ２款、保険給付費、４項、高額療養費、１目、一般被保険者高額療養費でございます。

本年度予算額は前年度と同額の９,８００万円でございます。 

  ２目、退職被保険者高額療養費につきましては、前年度より８０万円減額の８００万

円を計上しております。 

  ３目、一般被保険者高額介護合算療養費につきましては、前年度より３０万円減額の

２０万円の計上となっております。 

  ４目、退職被保険者等高額介護合算療養費につきましては、前年度より１０万円減額

の１０万円を計上しております。 

  １４６ページをお願いします。 

  ２款、保険給付費、５項、移送費、１目、一般被保険者移送費及び２目、退職被保険

者移送費につきましては、それぞれ前年度と同額の１万円を計上しております。 

  ２款、保険給付費、６項、出産育児諸費、１目、出産育児一時金でございますが、本

年度予算額、５０４万３,０００円で、前年度と比較いたしまして、１２６万１,０００

円の減額となってございます。これは前年度より出産件数を３件減らした１２件として

計上したためでございます。 

  １４７ページをお願いします。 

  ２款、保険給付費、７項、１目、葬祭費でございます。本年度予算額は前年度と同額

の７２万円を計上しております。１件２万円の３６件分でございます。 

  ３款、後期高齢者支援金等、１項、１目、後期高齢者支援金でございます。本年度予

算額、１億５,２３５万３,０００円で、前年度と比較いたしまして、２７３万８,００

０円の減額となってございます。国保会計全般に共通したことでございますけれども、

各種補助金、支援金、納付金や交付金につきましては、そのほとんどが前々年度の実績

や全国の各保険者の加入状況等、複数年度で複雑な計算で決定されておりますので、当

該年度だけの実績では判断できませんけれども、本支援金が減額となった一つの要因と

して、被保険者数の減少が考えられるところでございます。 

  ２目、後期高齢者関係事務拠出金につきましては、前年度より２,０００円減額の２
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万円を計上してございます。 

  ４款、前期高齢者納付金等、１項、１目、前期高齢者納付金でございます。本年度予

算額が３３万１,０００円で、前年度より９万２,０００円の減額となってございます。 

  ２目、前期高齢者関係事務費拠出金につきましては、前年度と同額の１万９,０００

円の計上となってございます。 

  １４８ページでございます。 

  ５款、老人保健拠出金、１項、１目、老人保健医療費拠出金でございます。本年度予

算額、１０３万４,０００円でございますが、清算金として、社会保険の支払基金へ支

払うものでございまして、前年度比較、４９万４,０００円の増額でございます。 

  ２目、老人保健事務拠出金につきましては、前年度と同額の１万４,０００円を計上

してございます。 

  ６款、介護納付金、１項、１目、介護納付金でございます。本年度予算額、６,７７

４万８,０００円でございます。前年度より２０万３,０００円増額となってございます。 

  ７款、共同事業拠出金、１項、共同事業拠出金、１目、高額医療費拠出金で、本年度

予算額、５,２１１万２,０００円で、前年度と比較いたしまして、４３万７,０００円

の減額となってございます。 

  ２目、事務費拠出金につきましては、前年度と同額の１,０００円を計上しておりま

す。 

  ３目、保険財政共同安定化事業拠出金につきましては、前年度より７８０万７,００

０円減額の１億５,２０４万１,０００円の計上となっております。 

  １４９ページです。 

  ８款、保健事業費、１項、１目、特定健康診査等事業費でございます。本年度予算額、

６６９万円で、前年度比較、３５２万１,０００円の減額となっております。主な減額

要因といたしましては、１３節、委託料で、対前年度比較、３２６万９,０００円減の

５０９万８,０００円となっております。これは集団検診及び個別検診の対象者数の実

績等を勘案し、減らしたものでございます。 

  ８款、保健事業費、２項、保健事業費、１目、疾病予防費です。本年度予算額、１,

２０３万５,０００円でございます。前年度より３１３万８,０００円の増額となってお

ります。主な要因といたしましては、１５０ページを御覧ください。１３節、委託料で、

前年度より３４２万７,０００円増額の１,１２９万５,０００円の計上であります。こ
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れは人間ドック委託料を増額したことによるものでございます。 

  ９款、諸支出金、１項、１目、保険税還付金で、本年度予算額、５０万円でございま

す。前年度比、１０万円の減額でございます。 

  ２目、償還金につきましては、前年度と同額の１万円の計上となってございます。 

  ９款、諸支出金、２項、１目、繰出金でございますが、前年度と同額の５４０万円を

計上しております。これは国の財政調整交付金の中の特別調整交付金を原資として、野

上厚生病院と国保の直営診療所特別会計へ繰り出す繰出金でございます。 

  １５１ページをお願いします。 

  ９款、諸支出金、３項、１目、財政調整基金費で、本年度予算額、５万５,０００円

を計上しております。 

  １０款、予備費、１項、１目、予備費でございますが、前年度と同額の１,０００万

円を計上しております。 

  以上、簡単でございますが、平成２３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算の

説明といたします。 

  予算書の１５２ページを御覧ください。 

  議案第２１号、平成２３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算。 

  平成２３年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計の予算は次に定めるところ

による。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ９,２８５万２,０００円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １５７ページをお開きください。 

  歳入です。 

  １款、診療収入、１項、診療収入、１目、外来収入でございます。本年度予算額、７,

５５４万６,０００円で、前年度と比較いたしまして、２４０万６,０００円の増額でご

ざいます。主な増額要因につきましては、３節、後期高齢者医療保険診療収入で、前年

度より２６４万円増額の４,９８０万円を計上しています。また１節の国民健康保険診

療収入及び２節の社会保険診療収入につきましては、少額でございますが、前年度より



－７２－ 

減額推計となってございます。 

  ２款、使用料及び手数料、１項、手数料、１目、文書料では、前年度と同額の４８万

円を計上しております。 

  ３款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金につきましては、前年度より１,５４４

万９,０００円減額の１,１５４万６,０００円を計上しておりますが、主な減額要因と

いたしましては、人件費の減によるものでございます。 

  ２目、国民健康保険事業特別会計繰入金は、前年度と同額の５００万円となってござ

います。 

  １５８ページです。 

  ４款、諸収入、１項、１目、雑入でございます。本年度予算額、１８０万円を計上し

ております。 

  ５款、繰越金、１項、１目、繰越金で、前年度と同額の１０万円を計上しております。 

  １５９ページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、施設管理費、１目、一般管理費でございます。本年度予算額、

４,６５９万５,０００円で、前年度と比べまして、１,５８８万３,０００円の減額とな

ってございます。主な減額要因といたしましては、２節、給料、３節、職員手当、４節、

共済費と人件費で、前年度と比べまして、１,７４０万１,０００円の減額となってござ

います。これは平成２２年度当初で７名の職員分を計上いたしておりましたけれども、

今年度につきましては４名分の計上となったためでございます。また新たに賃金といた

しまして、７節で２７０万６,０００円を計上しております。また、１１節の需用費に

つきましては、前年度、ＡＥＤバッテリー及びＡＥＤパット購入費として、消耗品費で

計上しておりましたが、本年度はございませんので、需用費が、前年度と比較いたしま

して６１万２,０００円減額の２０８万７,０００円となったことによるものでございま

す。 

  １６０ページをお願いします。下のほうでございます。 

  ２款、医業費、１項、医業費、１目、医療用機械機器費でございます。本年度予算額、

５９５万７,０００円で、前年度より２７８万円の増額となってございます。主な要因

といたしましては、１８節の備品購入費で、医療用備品といたしまして、レントゲンの

画像読み取り装置１台を購入するために、２８３万５,０００円を本年度は計上してお
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ります。これは野上厚生病院が行います遠隔画像ネットワーク事業に伴い、買い入れる

ものでございます。 

  １６１ページをお願いいたします。 

  ２目、医療用消耗品費です。本年度予算額、９５万円で、前年度より１８万円の増額

でございます。この増額につきましては、１１節の需用費の消耗品費で、本年度新たに

分包紙６箱を購入することによるものでございます。 

  ３目、医薬品衛生材料費で、前年度と同額の３,７２０万円の計上をしてございます。 

  ４目、検査費で、前年度より１２万円減額の１０８万円の計上でございます。 

  ５目、研究研修費で、前年度と同額の７万円の計上となってございます。 

  ３款、予備費、１項、１目、予備費で、前年度と同額の１００万円を計上しておりま

す。 

  以上、簡単でございますが、平成２３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計

予算の説明とさせていただきます。 

  予算書の１６７ページをお願いいたします。 

  議案第２２号、平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算。 

  平成２３年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計の予算は次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３億４,６８７万４,０００円と定め

る。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １７２ページを御覧ください。 

  歳入です。 

  １款、保険料、１項、１目、後期高齢者医療保険料でございます。本年度予算額、９,

０３５万２,０００円で、前年度に比べまして１,２２１万８,０００円の減額となって

ございます。減額の主な原因といたしましては、所得の低迷によるものでございます。 

  ２款、使用料及び手数料、１項、手数料、１目、諸証明手数料及び２目、督促手数料

につきましては、それぞれ前年度と同額の１,０００円を計上いたしております。 

  ３款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金ですが、本年度予算額、２億５,６４１
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万６,０００円で、前年度と比べまして７８７万３,０００円の増額となっております。

増額の主な要因といたしましては、２節、保険基盤安定繰入金、５,２１１万５,０００

円は、前年度より２６３万４,０００円の増額となっております。また３節、療養給付

費繰入金、１億７,６４４万３,０００円につきましても、前年度より５０９万９,００

０円の増額となっていることによるものでございます。 

  ４款、諸収入、１項、１目、延滞金及び２目、加算金、次ページの３目、過料につき

ましては、それぞれ前年度と同額の１,０００円の計上となっております。 

  ４款、諸収入、２項、１目、雑入におきましても、前年度と同額の１,０００円の計

上でございます。 

  ５款、繰越金、１項、１目、繰越金につきましても、前年度と同額の１０万円を計上

しております。 

  １７４ページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費でございます。本年度予算額、

１,７４７万円で、前年度と比較いたしまして７,０００円の増額でございます。前年度

と比較いたしまして大きく変わったところはございません。本年度予算書計上額は２節

の給料で３,０００円の増額、３節の職員手当で６万円の増額、４節の共済費で３万２,

０００円の増額、１２節、役務費で、８万８,０００円の減額計上となっております。

あとは前年度と比べて増減はございません。 

  １款、総務費、２項、１目、徴収費につきましては、本年度予算額、１５１万５,０

００円で、対前年度比較、１５万５,０００円の増額となってございます。主な要因と

いたしましては、３節、職員手当等で８,０００円の減額、１１節、需用費で６１万１,

０００円の減額、１３節、委託料で７５万２,０００円の増額計上となったことが主な

要因でございます。 

  １７５ページをお願いいたします。 

  ２款、後期高齢者医療広域連合納付金、１項、１目、後期高齢者医療広域連合納付金

でございます。本年度予算額、３億２,６８１万９,０００円で、前年度と比べまして、

４５２万７,０００円の減額となってございます。主な減額要因といたしましては、１

９節、負担金、補助及び交付金で、町が徴収する税で、前年度より１,２２１万８,００

０円の減額、事務費にかかる負担金及び保険基盤安定負担金及び療養給付費負担金、あ
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わせて７６９万１,０００円の増額となっておりまして、差し引きをいたしまして４５

２万７,０００円の減額となったものでございます。 

  ３款、諸支出金、１項、１目、保険料還付金で、前年度より２万円増額の７万円を計

上しております。 

  ４款、予備費、１項、１目、予備費で、前年度と同額の１００万円を計上してござい

ます。 

  以上、簡単でございますが、平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算の説

明とさせていただきます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

  再開は１５時２０分です。 

 休 憩 

（午後 ３時０３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 ３時２１分） 

◎日程第２６ 議案第２３号 平成２３年度紀美野町介護保険事業特別会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第２６、議案第２３号、平成２３年度紀美野町介護保

険事業特別会計予算について、議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、山本君。 

（保健福祉課長 山本倉造君 登壇） 

○保健福祉課長（山本倉造君）    議案書の１８１ページをお開きください。 

  議案第２３号、平成２３年度紀美野町介護保険事業特別会計予算。 

  平成２３年度紀美野町の介護保険事業特別会計の予算は次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１５億６８５万５,０００円と定め

る。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予
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算」による。 

  （歳出予算の流用） 

  第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用 

  （２）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １８６ページをお開きください。 

  歳入でございます。 

  目ごとに説明させていただきます。 

  １款、介護保険料、１項、介護保険料、１目、第１号被保険者保険料は２億１,０５

３万１,０００円です。介護給付費の２０％に相当するものでございます。 

  ２款、使用料及び手数料は、証明手数料と督促手数料の科目設定でございます。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、介護給付費負担金、２億５,２９５万

６,０００円は、介護給付費の国の負担分、２０％でございます。ただし、施設サービ

ス分については１５％となってございます。 

  ２項、国庫補助金、１目、調整交付金、１億４,４３１万円は、介護給付費の１０.０

４％を見込んでございます。 

  ２目、地域支援事業交付金（介護予防事業）、２１４万８,０００円は、介護予防事

業の国庫補助でございます。 

  ３目、地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）でございます。７２２万７,

０００円は、包括的支援事業及び任意事業の国庫補助でございます。 

  １８７ページをお願いします。 

  ４款、支払基金交付金、１項、支払基金交付金、１目、介護給付費交付金、４億３,

１２０万６,０００円は、２号被保険者の保険料からの交付金でございます。介護給付

費の３０％相当分でございます。 

  ２目、地域支援事業支援交付金、２５７万７,０００円は介護予防事業の支払基金負

担分でございます。 
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  ５款、県支出金、１項、県負担金、１目、介護給付費負担金、２億１,４１８万４,０

００円は、介護給付費の１２.５％、ただし施設分につきましては１７.５％となってご

ざいます。 

  ２項、県補助金、１目、地域支援事業交付金（介護予防事業）でございます。１０７

万４,０００円は、介護予防事業の県負担分を見込んでございます。 

  ２目、地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）、３６１万３,０００円は、

包括的支援事業及び任意事業の県負担分を見込んでございます。 

  １８８ページをお願いします。 

  ３目、総務費県補助金、２２１万円は、緊急雇用創出事業臨時特別基金による補助金

でございます。 

  ６款、繰入金、１項、一般会計繰入金、１目、介護給付費繰入金、１億７,９６６万

７,０００円は、介護給付費の１２.５％分でございます。 

  ２目、地域支援事業繰入金（介護予防事業）、１０７万５,０００円は、介護予防事

業の一般会計の繰入分を見込んでございます。 

  ３目、地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）、３６１万５,０００円は

包括的支援事業・任意事業の一般会計繰入分となっています。 

  ４目、事務費繰入金、１,４０９万円は、事務費にかかる一般会計からの繰入金でご

ざいます。 

  １８９ページをお願いします。 

  ７款、繰越金につきましては、科目設定でございます。 

  ８款、諸収入、１項、延滞金加算及び過料、１目、過料は科目設定です。 

  ２項、雑入、１目、滞納処分費、２目、第三者納付金、３目、返納金も同様に科目設

定でございます。 

  ４目、雑入、６９０万１,０００円は、介護予防計画作成の報酬でございます。 

  ９款、町債、１項、財政安定化基金貸付金、１目、財政安定化基金貸付金、２,９４

６万４,０００円は、介護給付費と地域支援事業にかかる保険料不足分を補うものでご

ざいます。 

  １９１ページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、８６０万４,０００円、介護
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予防支援業務委託料、６８０万２,０００円と電算システムが主なものでございます。 

  ２項、徴収費、１目、賦課徴収費は１２２万３,０００円、保険料の賦課徴収に要す

る経費でございます。 

  １９２ページをお願いします。 

  ３項、介護認定審査会費、１目、介護認定審査会費、４３７万５,０００円でござい

ます。１合議体５人の４合議体にかかる認定審査会委員の報酬が主な経費でございます。 

  ２目、認定調査等費、７９７万５,０００円は、調査員の賃金及び主治医意見書作成

にかかる手数料でございます。 

  １９３ページをお願いします。 

  ４項、地域密着型サービス運営委員会費、１目、地域密着型サービス運営委員会費、

３万円は委員報酬でございます。 

  ２款、保険給付費、１項、介護サービス等諸費は、各目合計で１２億５,０５０万円

でございます。各種介護サービス給付に要する経費でございます。 

  １９４ページをお願いします。 

  ２項、介護予防サービス等諸費も同様に各目合計５,１７０万円、各種介護予防サー

ビス給付に要する経費でございます。 

  １９５ページをお願いします。 

  ３項、その他諸費、１目、審査支払手数料、１８０万円は、国保連合会への審査支払

手数料でございます。 

  ４項、高額介護サービス等諸費、１目、高額介護サービス費、３,５００万円は、自

己負担額が所得等に応じた上限額を超えた額を給付するものでございます。 

  ５項、高額医療合算介護サービス等諸費、６７０万円は、医療と介護の自己負担分を

合算し、所得等に応じた上限額を超えた額を給付するものでございます。 

  １９６ページをお願いします。 

  ６項、特定入所者介護サービス等費、各目合計９,１６５万円は、所得増により居住

費や食費の減額にかかる部分を給付するものでございます。 

  ３款、地域支援事業、１項、介護予防事業費、１目、２次予防事業費、１７１万円は

生活機能評価委託料が主なものでございます。 

  １９７ページをお願いします。 

  ２目、一次予防事業費、６８８万２,０００円は、職員１名分の人件費が主なもので
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す。 

  ２項、包括的支援事業・任意事業費、１目、介護予防ケアマネジメント事業費、１万

２,０００円は、特定高齢者介護予防プラン作成等にかかる経費でございます。 

  ２目、任意事業費、５２５万円は介護用品支給が主なものでございます。 

  １９８ページをお願いします。 

  ３目、総合相談事業、５５６万３,０００円は、職員１名分の人件費が主なものでご

ざいます。 

  ４目、権利擁護事業費、４７万８,０００円は、成年後見制度にかかる経費でござい

ます。 

１９９ページをお願いします。 

  ５目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費、６７６万５,０００円は、職員

１名分の人件費と研修に要する経費が主なものでございます。 

  ４款、諸支出金、１項、諸支出金、１目、償還金は科目設定でございます。 

  ２目、保険料還付金、７万円は保険料の払戻しの費用でございます。 

  ２００ページをお願いします。 

  ５款、公債費、１項、公債費、１目、元金、１,９５６万７,０００円は、財政安定化

基金の償還金でございます。 

  ６款、予備費は１００万円を予算措置させていただいてございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第２７ 議案第２４号 平成２３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第２７、議案第２４号、平成２３年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計予算について、議題とします。 

  説明を願います。 

  産業課長、中尾君。 

（産業課長 中尾隆司君 登壇） 

○産業課長（中尾隆司君）    ２０６ページをお願いいたします。 

  議案第２４号、平成２３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予算。 

  平成２３年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計の予算は次に定めると
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ころによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４,５０４万６,０００円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２１１ページをお願いします。 

  ２、歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料、１項、１目、観光施設等使用料でございます。本年度、２,

８０３万６,０００円でございます。これはオートキャンプ場、パークゴルフ場、バー

ベキューサイトの使用料でございます。 

  ２目、農林業施設使用料でございます。本年度、２８４万２,０００円でございます。

ふれあい館の農林産物等の販売コーナー、食堂コーナーの施設のテナント料としての使

用料でございます。 

  ２款、財産収入、１項、１目、利子及び配当金、本年度、６万７,０００円でござい

ます。財政調整基金の預金利子でございます。 

  ３款、繰入金、１項、１目、財政調整基金繰入金、本年度、１,３７９万５,０００円

でございます。財政調整基金からの繰入金でございます。 

  ４款、１項、１目、繰越金、本年度、１０万円でございます。平成２２年度会計から

の繰越金でございます。 

  ５款、諸収入、１項、１目、施設管理受託事業収入、本年度、９万５,０００円でご

ざいます。県と町で共有管理する上水道の受水槽における県からの管理負担金でござい

ます。 

  ２１２ページをお願いします。 

  ２項、１目、雑入でございます。本年度、１１万１,０００円でございます。公衆電

話機設置料、ごみ袋の販売での収入でございます。 

  ２１３ページをお願いいたします。 

  ３、歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、１目、一般管理費、本年度、４,３９７万９,０００円でござい

ます。ふれあい公園に関する運営管理全般の経費でございます。共済費、賃金について
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は、公園の臨時職員に係る経費でございます。需用費、役務費及び委託料につきまして

は、公園運営管理上に必要な経費でございます。 

  委託料で、主要なものについて、御説明させていただきます。 

  公園の警備費につきましては、昨年度から一部機械警備に変更したため、同額の３３

１万８,０００円となっております。 

  施設清掃委託料につきましても、前年同様の６１０万円になっております。 

  このほか大きなものとして、パークゴルフ場、芝生広場、オートキャンプ場の芝生管

理委託料として、１,１０８万８,０００円を計上させていただいております。 

  以下、公園管理に必要な使用料、公園施設塗装工事、草刈り機の備品購入費及び消費

税納付金の公課費でございます。 

  以上が一般管理費の主な経費でございます。 

  ２１４ページをお願いいたします。 

  ２款、諸支出金、１項、１目、財政調整基金費で、本年度、６万７,０００円でござ

います。ふれあい公園運営事業財政調整基金へ基金預金利子分を積み立てるものでござ

います。 

  ２１５ページをお願いします。 

  ３款、予備費、１項、１目、予備費、本年度、１００万円でございます。本年度も１

００万円を計上しております。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（産業課長 中尾隆司君 降壇） 

◎日程第２８ 議案第２５号 平成２３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算につ 

              いて 

○議長（美野勝男君）    日程第２８、議案第２５号、平成２３年度紀美野町農業集

落排水事業特別会計予算について、議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    ２１６ページをお願いします。 

  議案第２５号、平成２３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算。 

  平成２３年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計の予算は次に定めるところによる。 
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  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２,６１５万３,０００円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２２１ページをお願いします。 

  歳入でございます。 

  １款、分担金及び負担金で、加入者１件分の分担金として３５万円を計上しておりま

す。 

  ２款、使用料及び手数料、１目、施設使用料は２００戸の生活排水の処理費として、

８２０万１,０００円を計上しております。 

  ３款、繰入金は、一般会計より１,７４９万２,０００円をお願いしております。 

  ４款、繰越金は、前年度よりの繰越金、１０万円を計上しております。 

  ２２２ページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費、１目、一般管理費では、職員１名の人件費と施設管理費として、１１

節、需用費で消耗品、電気、水道料、修繕料等で２３４万９,０００円、１２節、役務

費でし尿汚泥汲取手数料、浄化槽法定検査手数料等で１７９万円、また１３節、委託料

として１６６万２,０００円を予算計上しております。 

  ２２３ページをお願いします。 

  ２款、公債費ですが、元金、利息合わせて１,４１４万４,０００円となっております。 

  ３款、予備費で３０万円を計上しております。 

  以上です。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第２９ 議案第２６号 平成２３年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計予算につ 

              いて 

◎日程第３０ 議案第２７号 平成２３年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計予算につ 

              いて 

◎日程第３１ 議案第２８号 平成２３年度紀美野町上水道事業会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第２９、議案第２６号、平成２３年度紀美野町野上簡
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易水道事業特別会計予算について、日程第３０、議案第２７号、平成２３年度紀美野町

美里簡易水道事業特別会計予算について及び日程第３１、議案第２８号、平成２３年度

紀美野町上水道事業会計予算について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、岩本君。 

（水道課長 岩本介伸君 登壇） 

○水道課長（岩本介伸君）    議案書の２３０ページをお願いします。 

  議案第２６号、平成２３年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計予算。 

  平成２３年度紀美野町の野上簡易水道事業特別会計の予算は次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４,６８３万７,０００円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２３５ページをお開き願います。 

  歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料、１目、水道使用料については、現年度分が３,８０４万円、

過年度分として５万円を見込んでおります。 

  ２項、１目、給水装置手数料として６,０００円。 

  ２款、分担金及び負担金、１目、給水負担金として１０万５,０００円を見込んでお

ります。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、７２万円でございますが、これは簡易水道債

の利子に対しての交付税措置分でございます。 

  ４款、諸収入、１目、雑入、６万４,０００円につきましては、主に水道部品売却代

でございます。 

  ５款、繰越金につきましては、前年度より６２２万円増額の７８５万２,０００円を

見込んでおります。 

  ２３７ページをお開き願います。 

  歳出でございます。 

  １款、衛生費、１項、簡易水道費、１目、一般管理費ですが、主なもののみ説明させ
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ていただきます。 

  ２節、給料が４３７万２,０００円となっておりますが、職員１名分でございます。 

  ３節、職員手当等が３２２万８,０００円、４節、共済費、１１３万６,０００円につ

きましては、説明欄に列記のとおりでございます。 

  １１節、需用費、１,１６７万５,０００円でありますが、河南河北中田地区簡易水道

施設の電気料、１,１４０万円と修繕料、１６万９,０００円が主なものでございます。 

  １２節、役務費、１８４万６,０００円となっております。このうち通信運搬費が８

１万３,０００円でありますが、これは河北浄水場中継並びに河南浄水場、坂本、梅本、

中田、奥佐々中継所のテレメータ占用料でございます。手数料、１５万６,０００円に

つきましては、口座振替手数料が主なものでございます。保険料、８７万７,０００円

につきましては、水道機械損害補償保険及び水道賠償責任保険が主なものでございます。 

  １３節、委託料、４７３万７,０００円でありますが、主なものは休日及び夜間委託

料、１８１万２,０００円、水質検査委託料、１３４万１,０００円及びメーター検針委

託料、１２２万４,０００円が主なものでございます。 

  １４節、使用料及び賃借料、１８７万円でありますが、水道施設の借地料、１４４万

５,０００円、水道システム、４２万４,０００円が主なものでございます。 

  ２７節、公課費、８０万８,０００円につきましては、平成２２年度分の消費税及び

地方消費税の納付金が主なものでございます。 

  ２目、作業費、３節、職員手当が４６万８,０００円、１１節、需用費が１,１５５万

３,０００円でありますが、このうち消耗品、消毒用塩素等に７４万円、修繕料として

１,０６５万円を計上しておりますが、施設の老朽化に伴いまして、漏水修理に３６０

万円、電気機器関係の修理に３７５万円、減圧弁関係修理に１２０万円、水道メーター

交換に６０万円、メーター付近修理に１５０万円等々が内訳であります。 

  １３節、委託料、５３万円につきましては、各水道施設の雑草等の刈り取り委託料で

ございます。 

  １６節、原材料費、１１６万円でありますが、１３ミリ水道メーター機器及びボック

ス、止水栓等が主なものでございます。 

  １８節、備品購入費、１万４,０００円。 

  ２２節、補償、補填及び賠償金で、漏水等の補償金として５万円を計上しております。 

  ２３９ページをお願いします。 
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  ２款、公債費、１目、利子、２３節、償還金、利子及び割引料で、長期債元金が２８

８万円でございます。 

  ２款、公債費、２目、元金、２３節、償還金、利子及び割引料で長期債元金が０でご

ざいます。 

  ３款、予備費として、昨年度と同額の５０万円を計上させていただきました。 

  ２４６ページをお願いします。 

  議案第２７号、平成２３年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計予算。 

  平成２３年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計の予算は次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億１８１万８,０００円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２５１ページをお願いします。 

  歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料、１目、水道使用料については、現年度分が６,５８０万円、

過年度分として１,０００円を見込んでおります。 

  ２項、手数料、１目、給水装置手数料として３万円。 

  ２款、分担金及び負担金、１目、給水負担金として２６万２,０００円を見込んでお

ります。 

  ２項、分担金、１目、簡易水道施設整備費分担金、１万円を科目設定いたしました。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、１,８４６万５,０００円、内訳としましては

職員３名の給料分でございます。昨年度より３,７７２万９,０００円の減額となってお

りますが、これにつきましては、過疎債分が一般会計で見ていただけるためであります。 

  ４款、諸収入、１目、雑入、１,７２４万円につきましては、昨年度よりも７２２万

円の増額となっております。主な内容としましては、毛原宮地内国道３７０号毛原バイ

パス道路改築工事に伴う水道管移設工事に１,４０６万２,０００円及び樋下地内の国道

３７０号港バイパス道路改良工事に伴う水道管移設工事、２９９万９,０００円の工事

補償金でございます。 

  ５款、繰越金は１万円でございます。 
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  ２５３ページをお開き願います。 

  歳出でございます。 

  １款、衛生費、１目、一般管理費、２節、給料ですが、一般職３名分の９３２万８,

０００円でございます。 

  ３節、職員手当等、７２４万円、４節、共済費、２３６万８,０００円につきまして

は、説明欄に列記のとおりでございます。 

  １１節、需用費、７５６万７,０００円でありますが、各水道施設、４６件分の電気

料金、７２０万円が主なものでございます。 

  １２節、役務費が２３４万５,０００円であります。このうち通信運搬費、２０６万

４,０００円となっておりますが、主にデジタル回線並びに各浄水場及び中継所のテレ

メータ２１カ所の占用料と口座振替手数料、２０万３,０００円が主なものでございま

す。 

  次のページをお願いいたします。 

  １３節、委託料、８６３万４,０００円でありますが、水質検査委託料に２１６万３,

０００円、メーター検針委託料に２２８万１,０００円及び夜間等監視委託料に２７１

万２,０００円、水道料金統合作業委託料に７８万８,０００円が主なものでございます。 

  １４節、使用料及び賃借料、５８万４,０００円につきましては、主に水道料金シス

テムの使用料、４２万４,０００円が主なものでございます。 

  １９節、負担金、補助及び交付金、１０万円につきましては、海南土地改良区への負

担金でございます。 

  ２７節、公課費、２４０万８,０００円につきましては、平成２２年度課税期間分の

消費税及び地方消費税の納付税額、２４０万円が主なものでございます。 

  ２目、作業費、１１節、需用費、７６４万円でありますが、主なものは修繕料、６５

０万円でございます。内訳としましては、空気弁修理に２０万円、減圧水槽フロート弁

修理に４５万円、漏水修理に２２５万円、メーター器取りかえに８０万円、メーター付

近取りかえに２００万円、水道機器電気修理に４０万円、水道施設ポンプ修理に４０万

円等々の内容となっております。 

  １３節、委託料、４５万円につきましては、各水道施設内の雑草等刈り取り委託料で

ございます。 

  １５節、工事請負費、１,７０６万２,０００円につきましては、歳入のほうで説明さ
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せていただきましたが、毛原宮地内の国道３７０号毛原バイパス道路改良工事に伴う水

道管移設補償工事及び樋下地内国道３７０号美里バイパス道路改良工事に伴う配水管移

設補償工事でございます。 

  １６節、原材料費、１２５万円につきましては、水道メーター器や漏水時に必要な各

種水道管等の材料を購入するものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２款、公債費、１目、元金、２３節、償還金、利子及び割引料、長期債元金、１,８

５２万円で、昨年度より３,５０７万３,０００円の減額となっております。これにつき

ましては、過疎債分は一般会計で見ていただけるためであります。 

  ２目、利子、２３節、償還金、利子及び割引料の長期債利子が１,５５７万３,０００

円で、昨年度より６３１万３,０００円減額となっております。これにつきましても、

過疎債分を一般会計で見ていただけるためであります。 

  ３款、予備費が６０万円でございます。 

  ２６２ページをお願いします。 

  議案第２８号、平成２３年度紀美野町上水道事業会計予算。 

  （総則） 

  第１条 平成２３年度紀美野町上水道事業会計の予算は次に定めるところによる。 

  （業務の予定量） 

  第２条 業務の予定量は次のとおりとする。 

   （１）給水栓数    ２,６００栓 

   （２）年間給水量   ６８万２,０００㎥ 

   （３）１日平均給水量 １,８６９㎥ 

  （収益的収入及び支出） 

  第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

    収 入 

     第８款 水道事業収益  １億１,７３２万８,０００円 

     第１項 営業収益   １億１,４６９万６,０００円 

     第２項 営業外収益  ２６３万２,０００円 

    支 出 

     第９款 水道事業費用  １億１,７３２万８,０００円 
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      第１項 営業費用   ９,６７１万５,０００円 

      第２項 営業外費用  １,０２９万９,０００円 

      第４項 予備費    １,０３１万４,０００円 

  （資本的収入及び支出） 

  第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額２,１０５万２,０００円は当年度分消費税資本的収支

調整額４９万９,０００円、当年度分損益勘定留保資金２,０５５万３,０００円で

補てんするものとする。）。 

    収 入 

     第１０款 資本的収入  ０円 

    支 出 

     第１１款 資本的支出  ２,１０５万２,０００円 

      第１項 建設改良費  １,０４９万８,０００円 

      第２項 企業債償還金 １,０５５万４,０００円 

  （一時借入金） 

  第５条 一時借入金の限度額は５,０００万円と定める。 

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第６条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流

用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経

なければならない。 

  （１）職員給与費   ３,０３５万３,０００円 

  （たな卸資産購入限度額） 

  第７条 たな卸資産の購入限度額は３３８万５,０００円と定める。 

                  平成２３年３月４日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２６６ページをお願いします。 

   平成２３年度紀美野町上水道事業会計予算実施計画明細書 

  収益的収入及び支出でございます。 

  収入でございます。 

  ８款、水道事業収益が１億１,７３２万８,０００円でございます。 

  内訳といたしまして、１項、営業収益、１目、給水収益、１節、水道料金が１億１,
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４３０万円でございます。 

  ２目、受託工事収益、１節、新設工事収益が１,０００円でございます。 

  ３目、その他営業収益、１節、材料売却収益が２６万２,０００円、２節、手数料が

２万３,０００円、３節、他会計負担金が１０万円、４節、雑収益が１万円でございま

す。 

  ２項、営業外収益、１目、受取利息及び配当金、１節、預金利息が４０万円、３目、

雑収益、１節、工事負担金が５２万５,０００円、２節、その他雑収益が１７０万７,０

００円、それぞれの内容については備考欄に列記のとおりでございます。 

  支出でございます。 

  主なもののみ説明させていただきます。 

  ９款、水道事業費用が１億１,７３２万８,０００円でございます。 

  内訳といたしまして、１項、営業費用、１目、原水及び浄水費では３１節、修繕費が

４７万円でありますが、これはろ過池清掃代やポンプ等の修繕でございます。 

  ３３節、動力費、８４０万円でございますが、取水送水ポンプ動力費と浄水場内の電

気料金でございます。 

  ４１節、委託料、５７万５,０００円でありますが、これは水質検査や検便費用でご

ざいます。 

  次のページをお願いします。 

  ４２節、賃借料が３０１万５,０００円であります。これは浄水場借地料並びに取水

料でございます。 

  ２目、配水及び給水費でありますが、職員２名の給料及び手当、法定福利費等に１,

４６２万６,０００円を計上してございます。 

  ３１節、修繕費、３２０万円につきましては、漏水修理に２３２万円、電気機器修理

に６８万円、老朽メーター交換に２０万円の費用でございます。 

  ３３節、動力費、１２０万円につきましては、樫河、動木、小畑に設置しているポン

プの電気料でございます。 

  ３５節、材料費、１６１万円につきましては、補修用の材料代でございます。 

  ４１節、委託料、３７５万５,０００円につきましては、検針委託や電気保安管理委

託料等でございます。 

  ４目、業務及び総経費でありますが、職員２名の給料及び手当、法定福利等に１,５
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７２万７,０００円を計上してございます。 

  次のページをお願いします。 

  主なものといたしまして、２４節、保険料、１１７万３,０００円につきましては、

公用車及び水道機器設備損害保険料であります。 

  ４１節、委託料、９５０万円につきましては、水道料金徴収委託料、警備委託料、会

計システム補修等々でございます。 

  ４２節、賃貸料、１４４万６,０００円につきましては、複写機及び財務システムリ

ースの費用でございます。 

  ５目、減価償却費、１節、有形固定資産減価償却費、２,７０３万２,０００円であり

ますが、内訳につきましては備考欄に列記のとおり、建物、構築物、機械及び装備、車

両運搬具、工具及び備品でございます。 

  ６目、資産減耗費、３１万円につきましては、１節、固定資産除却費が３０万円、た

な卸資産減耗費が１万円でございます。 

  次のページをお願いします。 

  ２項、営業外費用、１目、支払利息、６４４万円につきましては、１節、企業債利息

として長期企業債利息、６３４万円及び２節、借入金利息、１０万円でございます。 

  ３目、雑支出、２節、その他雑支出１２０万円につきましては、消火栓設置替工事３

基分でございます。 

  ４目、消費税につきましては２６５万９,０００円でございます。 

  ４項、予備費につきましては、１,０３１万４,０００円をお願いするものでございま

す。 

  次に、資本的収入及び支出でございます。 

  収入でございます。 

  １０款、資本的収入につきましてはございません。 

  支出でございます。 

  １１款、資本的支出、１項、建設改良費が１,０４９万８,０００円でございます。内

容につきましては備考欄に列記のとおりでありますが、県道奥佐々阪井線（小畑・動木

地内）において、配水管敷設工事として１,０４９万８,０００円で施工するものでござ

います。 

  ２項、企業債償還金につきましては、平成２３年度の資金計画及び平成２２年度の予
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定損益計算書、予定貸借対照表及び企業債明細書となっておりますが、後ほど御精読い

ただきたいと思います。 

  以上です。 

（水道課長 岩本介伸君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 散 会 

○議長（美野勝男君）    本日はこれで散会します。 

（午後 ４時０５分） 


